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はじめに 

 

はじめにはじめにはじめにはじめに    

 

 

このリリース･ノートは､Software AG のメインフレーム Adabas データベース･システム･バージョン

7.1によって提供される追加機能､強化点､およびその他の変更について記載しています｡ 

なお、当リリース･ノートに記載されている UES（ユニバーサル･エンコーディング･サポート）は、

Adabas バージョン 7.1.3 ではリリースされておりません。 

 

 

本書を読むにあたって次のドキュメントを併読されることをお薦めします｡ 

 

 

・ADABAS バージョン 7.1インストレーション・マニュアル 

 

 

本書に記載されている用語､説明は Adabas についての基本知識をもっている方を前提としています｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

� ADABASはSoftware AGの登録商標です｡ 

� その他記載されている会社名､製品名は各社の商標および登録商標です｡ 

� 本書のなかで解りにくい箇所､誤っている箇所を発見された場合は担当ＳＥにご連絡くだ

さい｡ 

� 本書を無断で他に転載しないようお願いします｡ 

� 本書は予告なしに変更されることがあります｡ 

２００４ソフトウエア･エー･ジー株式会社 

 



1 サポート環境 

 

1111 サポートサポートサポートサポート環境環境環境環境    
1.1 オペレーティング・システム 

Adabasバージョン 7.1は、以下のオペレーティング･システム環境で使用できます。 

� OS/390バージョン 2リリース 4、5、6、7および 8 以降 

（バージョン 1レベルは、2000年日付フォーマット条件に対応していません）。 

� MVS/ESAバージョン 5、リリース 1および 2以降 

MVS/ESA バージョン 5.1 のユーザは、S053-112 エラーの発生に対する UW22759 または APAR 

OW16186 IBMコレクションに注意してください。 

� MVS/ESAについては、Adabasマニュアル全体の“OS/390”情報を参照してください。  

� VSE/ESAバージョン 1 リリース 4、バージョン 2 リリース 1、2、3、および 4以降 

� 富士通 OSIV/MSP-EX､OSIV/XSP 

� 日立 VOS3/AS､VOS3/FS､VOS3/LS 

ソフトウエア･エー･ジーでは、VSE/ESA Turbo Dispatcherのバージョン 7で実行することをユーザに

要求します。これは、PTFレベル DY44265を IBMに要求することによって取得することができます。 

ソフトウエア･エー･ジーは各メーカーがサポートする上記のオペレーティング･システムのバージョ

ンに対して Adabas をサポートします。一般的に、オペレーティング･システム･プロバイダがサポー

トを中止したオペレーティング･システムのバージョンについて、ソフトウエア･エー･ジーでは、提供

する次のシステム･メンテナンス（SM）レベルからそのオペレーティング･システム･バージョンのサ

ポートを中止します。古いオペレーティング･システム上で新規バージョンの Adabasを実行すること

は技術的には可能かもしれませんが、システム･プロバイダがサポートしなくなったオペレーティン

グ･システム･バージョンをソフトウエア･エー･ジーはサポートし続けません。 

サポートに関する質問または上記に記述されていないオペレーティング・システムのバージョン、リ

リースまたはタイプへ Adabas をインストールする場合は、どのようなサポートが可能なのかを

Adabas技術サポートに相談してください。 
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1.2 Adabas アドオン･プロダクトの互換性 

基本的な Adabas機能を強化するプロダクトが提供されています。Adabas Support for Multiprocessing

（ADASMP）のレベルは Adabas のレベルと対応している必要があります。詳しくは 2-1 ページを参

照してください。 

 ADA 6.2 ADA 7.1 注 

Adabas Delta Save 

Facility 

ADE 1.3.1 ADE 7.1  

Adabas External 

Security Interface 

ESI 6.2 ESI 7.1 MVS版のみ。 

Adabas Fastpath AFP 3.1.2 AFP 7.3.1 Adabas の AMODE=24 のときは、FASTCAP の使用

はできません。 

Adabas Native SQL SQL 1.7 SQL 1.7 2000年サポートを提供します。Adabas 6およびそれ

以降の新機能をサポートします。 

Adabas Online System AOS 6.2 AOS 7.1 AOS 2.3.3は、Adabas 6での制限付きで使用するこ

とができます。AOS 6.1は、ほとんどの機能が Adabas 

6.2で使用できます。 

Adabas Review REV 4.1 REV4.2.2 

REV 4.1* 

バージョン 4.1.2 および 4.1.3 それ以降は Adabas バ

ージョン 6およびそれ以降をサポートしています。現

在、OS/390、MVS/ESA、VSE/ESA、MSP、XSP、

VOS3および VM/ESA（ローカル･モードのみ）に対

してリリースされています。ハブ･モードは SMP お

よび ADAPLEX+環境の両方をサポートします。 

Adabas SAF Security 

Interface 

未サポート AAF 7.1 選択可能ユニットとして Adabasバージョン 7.1から

有効です。 

Adabas Support for 

Multiprocessing 

ADA 6.2 ADA 7.1 ADASMP と Adabas のレベルは一致していなければ

なりません。詳しくは 2-1 ページを参照。OS/390、

MVS/ESA、MSP/EXおよび VOS3をサポートします。 

 

* Adabas Reviewバージョン 4.1は、ローカル・モードで ZAP OD41301を適用していると Adabasバ

ージョン 7.1をモニターできます。 この ZAPを 1度適用すると、Adabasバージョン 6.2配下で Adabas 

Reviewを実行することができなくなります。詳しくはソフトウエア･エー･ジーにお問い合わせ下さい。 

1.2.1 外部セキュリティ・パッケージに対するサポートの変更 

Adabas External Security Interface (ADAESI) は継続して提供していますが、拡張は一切ありません。

ADAESIは、後続の Adabasバージョンから削除する予定です。 

Adabasは、バージョン 7.1から OS/390および MVS/ESA環境のみに有効な選択可能ユニット Adabas 

SAF Securityをサポートしています。 



1 サポート環境 

1-3 

1.3 Natural 互換性 

すべてのプラットフォームについて、Adabasバージョン 7.1.3には、Naturalバージョン 2.2.8または

それ以降のバージョンが必要です。VM/ESA配下でトリガおよびストアド･プロシジャ機能を使用する

場合は、Naturalバージョン 2.3またはそれ以降のバージョンが必要です。 

Adabasの操作に影響する Naturalの変更については、『Naturalリリース･ノート』を参照してくださ

い。例えば、『Naturalバージョン 2.3.3リリース･ノート（メインフレーム）』には、OS/390または

MVS/ESAバッチ/TSO、CICS、または IMS/DCに対して Adabasバージョン 6.2またはそれ以降のリ

ンク･ルーチンおよび SVCを使用する場合は、Adabasが各 Naturalユーザに対して 2つの UQEを必

要とすることが記述されています。この変更は、これらの環境で必要な UQEの数が倍になり Adabas 

ADARUN NUパラメータ値を増加または倍にする必要があることを意味します。 

注： 現在の Natural バージョンは、Adabas バージョン 7.1 のいくつかの機能をサポートしていませ

ん。これらは、Naturalの将来リリースされるバージョンでサポートされる予定です。 

 

1.3.1 スペシャル Natural バージョン 2.2.8 アップデート･テープ 

Naturalバージョン 2.2.8は、OS/390、MVS/ESA、および VSE/ESA配下でスペシャル･アップデート･

テープが必要です。詳しくはソフトウエア･エー･ジーにお問い合わせ下さい。 

� OS/390またはMVS/ESA配下では、スペシャルNaturalアップデート･テープ番号は NA28S1です。  

� VSE/ESA配下では、スペシャル Naturalアップデート･テープ番号は NA22803です。 

 

1.3.2 Natural Security 

Natural Securityバージョン 2.2.8は、モジュール NSC10001を含むアップデート･テープが必要です。 

Natural Securityで Adabas Online System Securityを使用するときは、次のアップデートが必要です。 

詳しくはソフトウエア･エー･ジーにお問い合わせ下さい。 

� Natural Securityバージョン 2.2.8 : NE22881 

� Natural Securityバージョン 2.3.4 : NE23405 
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1.4 Predict 互換性 

Adabasバージョン 7は、Predictバージョン 3.4.2またはそれ以降のバージョンで実行します。ただし、

Adabasバージョン 7のデータベースを参照する場合は、以下の修正を Predictに適用する必要があり

ます。詳しくはソフトウエア･エー･ジーにお問い合わせ下さい。 

PD34216,PD34222,PD34239,PD34242,PD34252 

これらの障害の修正については SAGSIS障害ログ 186997に記述されています。 

ワード文字･フォーマット･フィールド、XI および NV オプション、および照合ディスクリプタのよう

ないくつかの Adabas 7.1の機能は、現在の Predictバージョンではサポートしていません。 

 

1.5 Entire Net–Work 互換性 

Entire Net-workを使用する場合、サポートされているすべての Adabasレベルに対してメインフレー

ム･バージョン 5.5Jまたは、それ以降のバージョンが必要です。 

255 を越える独立ターゲットに対して Adabas バージョン 6 およびそれ以降のバージョンのサポート

の利点を取得するには、Entire Net-workバージョン 5.6J以上が必要であり、ネットワーク内のすべて

の SVCは Adabasバージョン 6またはそれ以降のバージョンを実行する必要があります。 

Adabas バージョン 7.1 で提供する UES（ユニバーサル・エンコーディング・サポート）を使用する

には、Adabasバージョン 7.1 ADALNK/LNKUESで更新した Entire Net-workバージョン 5.6Jまたはそ

れ以降のバージョンを実行する必要があります。 

ZAPおよび Adabasに必要な他の変更に関する現在の情報は、『Entire Net-Workリリース･ノート』

を参照してください。 
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2222 新機能新機能新機能新機能およびおよびおよびおよび拡張拡張拡張拡張    
2.1  シングル SVC の配布 

ADASVCは Adabasロード・ライブラリ内にのみ配布します。ADASVCのコピーは、SMPのロード・

ライブラリ内には配布されません。ZAP は ADASVC にのみ適用されています。この変更は、すべて

の SVCが同じ ZAPレベルであることを保証します。 

 

2.1.1 Adabas Support for Multiprocessing（ADASMP）の重要性 

 ADASMPのレベルは Adabasのレベルと同等でなければなりません。これは、３つの特別な ADASMP

ロード・モジュール（ADASMI、ADASMPおよび SMPSVC）と ADASVCは同一バージョン、リビジ

ョンおよび SMレベルでなければならいという事を意味します。 

ADASVCのコピーは ADASMPライブラリ内に配布しません。 

        ・SMPSVCは Adabasロード・ライブラリ内の ADASVCとリンクしなければなりません。 

        ・ADASVCに ZAPを適用した場合は、必ず SMPSVCを再リンクしなければなりません。 
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2.2 Adabas と共に配布される AOS デモ･バージョン 

Adabas バージョン 7.1 で配布される Adabas オンライン･システム（AOS）は、選択可能なユニット

AOS のいくつかの機能が使用でき、選択した Adabas アドオン･プロダクトとその機能で提供される

オンライン･サービスへのアクセスをすることができます。 

AOSデモ･バージョンは、『Adabas DBAリファレンス･マニュアル』を参照してください。AOSセキ

ュリティは、『Adabas セキュリティ･マニュアル』を参照してください。 デモ･バージョンの図は、

『Adabasインストレーション･マニュアル』を参照してください。 

AOS、トリガ･メンテナンスを含む DBAオンライン･サービスのフルセットは、Adabasの選択可能ユ

ニットとなっています。DBA サービスについては、『Adabas オンライン･システム･マニュアル』を

参照してください。トリガ･メンテナンスについては、『Adabas トリガおよびストア･プロシジャ･マ

ニュアル』を参照してください。 

 

2.2.1 デモ･バージョンから有効な他のサービス 

デモ･バージョンは AOSメイン･メニュー上に、前セクションで説明されたサービスのほかにもアクセ

ス可能なサービスを提供します。 

前セクションで説明のなかった他のサービスは、インストールされると AOS メイン･メニュー上で高

輝度表示されます。デモ･バージョンで使用できない機能およびサービスは、当メニューおよび後続の

メニュー上でアスタリスクでマークされます。 

注： AOSセキュリティの使用を計画している場合は、1-3ページの Natural Securityの前提条件を参

照してください。 

デモ･バージョンを使用して、Adabas Fastpath をテストするには、リリース･ノートの付録 1 に記述

している機能を実行することができます。デモ･スクリーンは、Adabasトランザクション･マネージャ

に対しても有効です。 

 

2.2.2 デモ･バージョンに含まれる基本的なサービス 

デモ･バージョンを使用して、以下のことが可能です。 

� 一般的なデータベース･レイアウト情報、データベース･ファイルのテーブル、および任意のファ

イルに対する詳細情報の参照。 

� ニュークリアス･パラメータ、セッションおよびスレッド･ステータス情報、ホールド･キュー内の

ISN、およびニュークリアス･モジュールのメンテナンス･レベルの表示。 

� チェックポイント情報のリスト。 

� 新規ファイルに対する新規 FDTの定義。 

� 拡張エラー制御機能により使用されるプラグ－イン･モジュールの追加または削除（2-5 ページ参

照）、現在ロードされているプラグ－イン･ルーチンの表示およびアクティブまたは非アクティブ、

ロックされたファイルの表示、およびセッションを通常に終了（ADAEND）。 
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2.3 ユニバーサル･エンコーディング･サポート（UES） 
注：現時点ではサポートしておりません。 

 

2.3.1 非ラテン文字セットに対するサポート 

Adabas は、ラテン･アルファベットに基づいた文字セット以外の文字セットを使用できるようになり

ました。また、これらの文字セットを使用するデータを正しい照合順で取得することも可能になりま

した。 

ほとんどの場合、アジアン･テキスト文字はシングル･バイトを使用して組み込むことができません。

例えば、日本語文字セット内の 10,000文字を超える文字は、1文字ごとに 2バイトを使用して組み込

まれます。ウェスタン言語のシングル･バイト文字セットに対してダブル･バイト文字セット（DBCS）

またはマルチプル･バイト文字セット（MBCS）と呼ばれます。 

Adabasの以前のバージョンは、DBCS組み込みデータを英数字フィールド内に格納しました。Adabas

バージョン 7 も英数字フィールドへの DBCS 組み込みデータの格納を継続してサポートしますが、

DBCSおよび MBCSによる適応するワイド文字（W）フィールド･フォーマットを新しく提供します。 

文字組み込みおよびデータ変換は、Adabas内で行います。EBCDICが英数字フィールドのデフォルト

となり、Unicode がワイド文字フォーマット･フィールドに対するストレージ（ファイル･エンコーデ

ィング）およびユーザ表記（ユーザ･エンコーディング）の両方に対するデフォルト･エンコーディン

グとなります。スペシャル･ユーザ･エンコーディングは、『Adabasコマンド･リファレンス･マニュア

ル』内で説明する新規 OPコマンド･レコード･バッファ構文エレメントを使用してユーザ･セッション

に対して動的に割り当てることができます。 

Adabas バージョン 7 によりサポートされるエンコーディング･キー（コード･ページ）は、『Adabas

コマンド･リファレンス･マニュアル』および『Adabas ユーティリティ･マニュアル』の付録にリスト

されています。 

ユニバーサル･エンコーディングをサポートする新しいユーティリティ機能およびパラメータは、

ADACMP、ADADBS、ADADEF、および ADAINV ユーティリティに追加されました。ADAREP は、

新しい ADADEFパラメータ UES={YES | NO}を元にエンコーディング情報をレポートします。詳細は、

2-26ページのユーティリティへの変更を参照してください。 

既存のデータベースまたはファイル対しては、ADADBSユーティリティを使用してアンロード／リロ

ードせずにエンコーディンが割り当てられます。 

注： ユニバーサル･エンコーディング･サポート（UES）は、バージョン 7 またはそれ以降のバージ

ョンの Adabas SVCまたはルーターを必要とします。 

 

2.3.2 ワイド文字エンコーディング用の新しいフィールドフォーマット W 

新ワイド文字フィールド･フォーマット W は、ダブル･バイトおよびマルチプル･バイト文字をサポー

トするために作成されました。ワイド文字フォーマット･フィールドのサイズ（バイト単位）は、英数

字フォーマットのように、FDT内の標準長または変数長のいずれかになります。標準長を定義した場

合は、ユーザ･エンコーディングと互換を持つ必要があります。例えば、ユーザ･エンコーディングが

Unicodeの場合、長さは偶数バイトである必要があります。 

注： ユーザ･セッションに対して、全ワイド文字フォーマット･フィールドは、（ユーザまたはスペ

シャルのいずれかの）同じコード･ページ内に組み込まれます。同じユーザ･セッション内の異
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なるワイド文字フォーマット･フィールドに対して異なるエンコーディングを使用することは

できません。 

ワイド文字フォーマット･フィールド W は、英数字フィールドと同じフィールドオプションを使用で

きます。 

ワイド文字フォーマット･フィールド W は、スーパー／サブ･フィールドまたはスーパー･サブディス

クリプタの親フィールドとして定義することができます。ハイパーディスクリプタまたはフォネティ

ック･ディスクリプタの親フィールドとして定義することはできません。 

スーパーディスクリプタが英数字（A）とワイド文字（W）フィールドの両方を含む場合、スーパーデ

ィスクリプタのフォーマットは、スーパーディスクリプタの FDT内に指定した最後のフィールドのフ

ォーマットになります。 

ワイド文字フォーマット･フィールド W の作成には、ユニバーサル･エンコーディング･サポート機能

が必須です。 

 

2.3.3 ユニバーサル･エンコーディングをサポートするための NV フィールド･オプション 

新フィールド･オプション NV（呼び出し側からの（または呼び出し側への）フィールド変換なし）は、

英数字およびワイド文字フィールドのユニバーサル･エンコーディングをサポートします。 

NV オプションは、レコード･バッファ内における未変換の入力または出力データのエンコーディング

を変更できないようにします。つまり、ユーザに対してエンコーディングは変換されません。このオ

プションは、意味のある変換ができないデータを含むフィールドまたはアプリケーションが受信した

ままのデータを変換したくないフィールドに対して使用されます。 

 

2.3.4 ユニバーサル･エンコーディングをサポートするための照合ディスクリプタ 

コード･ページは、セットの全文字をリストし、それぞれに番号を割り当てます。コード･ページ上の

文字の順番は一般化されます。例えば、シングル･バイト文字コード･ページはリストされ、全小文字

の前のブロックに全大文字が番号をつけられます。そのようなコード･ページからディクショナリを定

義するには、文字は照合される必要があります。つまり、言語および国標準により定義された順（一

般的にロケール定義と一致）で文字が格納されている必要があります。 

単語または文によるソートが可能です。ソート順はフォネティックまたは文字の表示を基にすること

もできます。例えば、マルチプル･バイト表意文字は字画、部首または関連した表音綴り字の順になら

べることができます。 

いくつかのロケールでは、特殊文字および番号が英文字の前に格納されることがあります。異なるロ

ケールでは、英文字の後に特殊文字および番号が格納されることもあります。大文字で始る単語は、

小文字で始る文字の前または後に格納されます。また、文字によっては無視されることもあります。

単語内のハイフンは認識され、ハイフンなしの同じ文字順の前または後に格納されます（例：”coop”

対”co-op”）。読み別け記号（例：母音変異、“résumé”対“resume”のような単語内のアクセント記号）

は、シーケンスに影響する場合と無視される場合があります。 

各ロケールに対するシーケンス規則は、使用する各コード･ページに対するエンコーディング／デコー

ディング内に指定する必要があります。 
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Adabasは、特殊シーケンス内のフィールド値をソートするために照合ディスクリプタを使用します。 

� 英数字フィールドまたはワイド文字フィールドは、照合ディスクリプタの親フィールドとして定

義することができます。  

� 照合ディスクリプタは、ディクショナリを生成するためにプログラムされた照合ディスクリプタ･

ユーザ出口（1-8）により割り当てることができます。ユーザ出口は、照合ディスクリプタ値をエ

ンコードまたはデコードして、オリジナルのフィールド値に戻します。 

� 新規 ADARUNパラメータ CDXnnは、照合ディスクリプタ･ユーザ出口を指定するために使用しま

す。 

� LFコマンドは、照合ディスクリプタ･フィールド情報をレポートします。 

サンプル照合ディスクリプタ出口 CDXE2A は、Adabas ソース･データセット内に提供されています。

このサンプルは、エンコーディング機能に対して EBCDICから ASCIIに変換し、デコーディング機能

に対して ASCIIから EBCDICに戻します。 

 

2.3.5 マルチプル･プラットフォームのサポート 

ユニバーサル･エンコーディング･サポート（UES）は、Adabasに対して、他プラットフォームからメ

インフレームのネイティブ･エンコーディングへのアーキテクチャ･ベースのエンコーディングおよび

その逆の変換を可能にします。 

現在に至るまで、異なるマシン･アーキテクチャ（ASCII、EBCDIC）間の Adabasバッファに対するデ

ータ変換は、Entire Net-Workにより制御されてきました。しかし、異なるエンコーディングを持つク

ライアントおよびサーバ（つまりデータベース）のアプリケーションを使用する頻度の増加により、

Adabas自身のデータ転送および変換能力の拡張が必要になりました。Entire Net-Workバージョン5.5J

およびそれ以降のバージョン（特定の前提条件は 1-4ページを参照）は、ターゲット･データベースが

変換機能（UES=YES）を持つかどうか確認し、もしそうである場合は、そのターゲット･データベー

スでデータを変換するために未変換データを渡します。 

データ･トランザクションを実行するための Adabasの変更には、以下が含まれます。 

� クライアント･アプリケーションはスペシャル･エンコーディングを指定することができ、セッシ

ョンのオープン時（OPコマンド）に Adabasニュークリアスへの通信が可能です。2-21ページ参

照。 

� 呼び出し側のアーキテクチャにより、LNKUES／ADALNK（2-14ページ参照）は Adabasコマンド･

コントロール･ブロック、フォーマット･バッファ、およびサーチ･バッファをニュークリアスに渡

す前に、それらを変換します。  

� 多くのユーティリティはスペシャル･エンコーディングおよびアーキテクチャ設定に対応してい

ます。 

EBCDICから ASCIIおよび ASCIIから EBCDICへの変換テーブルは、『Adabasインストレーション･

マニュアル』の付録内に提供しています。 
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2.4 拡張エラー制御およびメッセージ･バッファリング 

Adabas バージョン 7.1 は、拡張エラー制御およびメッセージ･バッファリングに対する機能を提供し

ます。この機能は、Adabasニュークリアス内の既存のプログラム例外処理において以下の点を拡張し

ます。 

� いくつかの場合における異常終了の回避 

� 拡張エラー制御 

新規 ADARUNパラメータ SMGTは、スマート･マネージメント機能を稼動するために使用します。メ

ッセージ･バッファリング･サブタスクを使用する場合は、バッファの大きさを設定するために

ADARUN MSGBUFパラメータを使用します。機能を制御するために、一連のオペレータ･コマンドが

使用できます。パラメータおよびコマンドの詳細については、『Adabasオペレーション･マニュアル』

を参照してください。また、これらの機能は、Adabasオンライン･システム（AOS）からの制御も可

能です。詳細は、『Adabasオンライン･システム･マニュアル』を参照してください。 

これらの機能、プラグ－イン･モジュールおよびルーチン、ユーザ出口およびマクロの詳細は、

『Adabas DBAリファレンス･マニュアル』を参照してください。 

 

2.4.1 プラグ－イン･ルーチン 

エクステンション（プラグーイン）サービスは、ABENDの原因を分析するためにデザインされていま

す。また、ABENDを引き起こしたときに処理の継続をニュークリアスに許可するかどうかを決定でき

る場合もあります。プラグ－イン･ルーチンは、処理の継続をニュークリアスに許可することが安全か

どうかを決定し、その場合に DBAに通知するために該当するメッセージを印刷します。有効なプラグ

－イン･ルーチンについては、『Adabas DBA リファレンス･マニュアル』を参照してください。広範

囲のエラーを管理するために、後続の Adabasリリースではプラグ－イン･ルーチンが含まれることが

予定されています。 

 

2.4.2 ユーザ出口 ADASMXIT 

該当するプラグ－イン･ルーチンとプラグ－イン･ルーチン･ユーザ出口 ADASMXIT を組み合わせて使

用することで、レスポンス･コードおよび ABENDの追加情報を取得することができます。ユーザ出口

は、モニタされる特定のレスポンス･コードまたはレスポンス･コード/サブコードの組み合わせの指定

を可能にします。このユーザ出口に修正を加えてもリロードすることで、データベースを再起動する

ことなく変更を反映することができます。  

スマート･マネージメント機能についての新規オペレータ･コマンド（『Adabas オペレーション･マニ

ュアル』参照）を用いて、ユーザ出口をクリティカル（デフォルト）またはクリティカルではなくす

ることが可能です。クリティカルなユーザ出口で ABEND が発生すると、ニュークリアスは通常と同

じようにダウンします。ユーザ出口がクリティカルではない場合は、出口への追加コールを行わずに

ニュークリアスをアクティブのまま処理を継続することを許可します。 

 

2.4.3 メッセージ･バッファ 

コンソールまたは DD/PRINTメッセージへのオンライン･アクセスが使用できなくなった場合に、メッ

セージ･バッファは Adabas オンライン･システムから後で参照できるように Adabas メッセージを収
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集します。バッファは、問題の分析およびパフォーマンス･チューニングを支援します。 

 

2.4.4 ハートビート･サブタスク（Heartbeat Subtask） 

注： Adabasバージョン 7.1では、ハートビート・レコードを利用することができません。ハートビ

ートに関する機能は使用しないようにして下さい。 

OS/390、MVS/ESA、MSP、VOS3 または VSE/ESA 配下のニュークリアスに対して Adabas Review

バージョン 4.2またはそれ以降のバージョンがアクティブな場合は、ハートビート･サブタスクを異な

る仕事（unit of work）としてアタッチすることができます。 

このサブタスクは、特定のニュークリアスの内部リソースの選択、および指定したインターバルの間

の指定したしきい値に対して、そのニュークリアスの内部リソースの使用をモニタすることができま

す。現時点では、指定したインターバル内で発生するさまざまなキュー（NC、NH、NT、NU）内のエ

レメント数、ASSOおよび DATA RABNの数、およびバッファ･フラッシュ数およびフォーマット上書

きをモニタできます。 

サブタスクは、選択したニュークリアスの内部リソースの使用状況を指定したインターバルごとに一

度サンプリングします。しきい値が一致または超過したときには、ニュークリアス･ハートビート･レ

コード内に警告フラグがセットされます。このようなレコードが存在した場合は、そのことがメッセ

ージ･バッファ内に表示され、そのレコードはユーザ出口または Adabas Reviewレポートを使用して

調べることができます。 

現在アクティブなしきい値およびインターバルをオペレータ･コマンドまたは AOS を使用して参照す

ることができます。また、バッチ･ジョブを使用して、しきい値およびインターバルを変更することが

できます。変更はニュークリアスの再起動を行わずに適用することができます。 

 詳細は、『Adabas DBAリファレンス･マニュアル』を参照してください。 
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2.5 分散トランザクション処理 
注：現時点ではサポートしておりません。 

 

分散トランザクション処理（DTP）に対するコンポーネントとして、以下が含まれます。 

� データベース･トランザクションが実行されるアプリケーション（AP）。 

� トランザクション処理に関わるリソース･マネージャ（RM）と呼ばれる DBMS。 

� 単一のオペレーティング･システム･イメージ内の RM の活動状態を調整するために 2 フェーズの

コミットの処理を行うトランザクション･マネージャ（TM）と呼ばれるコンポーネント。 

� 1つまたは複数オペレーティング･システム･イメージ（つまり、1つまたは複数の TMインスタン

ス）にまたがるトランザクションに関わる RMの活動状態を調整するコミュニケーション･リソー

ス･マネージャ（CRM）と呼ばれるコンポーネント。 

グローバル･トランザクションは、1つまたは複数のオペレーティング･システム･イメージ内で複数の

RMオペレーティングの制御下でのリソースへの変更を伴う仕事の単位（unit of work）です。 

2フェーズ･コミット処理は、別々に管理されたリソースにまたがるトランザクション全体を保護また

は受け付けないようにすることでコマーシャル･トランザクションの整合性を保証します。フェーズ 1

では、TM はトランザクションに関わる RM ごとに、ローカルにトランザクションをコミット可能か

どうかを問い合わせます。すべての RMが返答すると、フェーズ 2 が開始します。”no”という回答が

受信された場合は、TM はすべての RM にトランザクションをバックアウトするように指示します。

そうでない場合は、TM はすべての RM にトランザクションをコミットするように指示します。フェ

ーズ 1 の間に、フェーズ 2 中の任意のイベントに対して備えるために、RM はすべてのトランザクシ

ョン･リソースを残しておく必要があります。 

上記の 2 フェーズ･コミットのシナリオでは、Adabas は RM として機能します。Adabas バージョン

7.1 ではニュークリアスに、2 フェーズ･コミット･プロトコルを使用する DTP の実行をサポートする

機能を組み込みました。2-19ページの新規 ADARUNパラメータ（DTP、LDTP、LGNDTP）を説明し

ているセクションおよび 2-11 ページの新規ワーク･パート 4を説明しているセクションを参照してく

ださい。 

新しいプロトコルは、既存のアプリケーション･システムおよび Naturalに透過します。 

Adabasバージョン 7.1は、Adabasが他の DBMSとともに DTP関わるようにするために、CICSリソ

ース･マネージャ･インタフェース（RMI）に従う CICS制御インタフェースも含みます。インタフェー

スは、2フェーズ･コミット･プロトコルに関連する、該当する Adabasコマンドを発行します。 

 

2.5.1 Adabas トランザクション･マネージャ 

注：現時点ではサポートしておりません。 

 

Adabasトランザクション･マネージャ（ATM）は、Adabasバージョン 7.1との組み合わせで新しくリ

リースされた Adabas選択可能ユニットです。以下のことを行います。 

� グローバル･トランザクションに関わる Adabasデータベースへの変更を調整します。 

� IBMの RRMSまたは CICS Syncpoint Managerのようなグローバル･トランザクションを調整する

高いレベルかつ制御を行う役割を担うトランザクション･マネージャからの、単一のオペレーティ
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ング･システム･イメージ内のAdabasおよび非 Adabasデータベースにわたるトランザクションに

許可を出すような 2フェーズ･コミット命令を処理します。 

� 複数のシステム･イメージ上の Adabas データベースを変更するグローバル･トランザクションを

調整する重要な役割を果します。この場合、システム･イメージに渡るコンポーネント間のコミュ

ニケーション･メカニズムは、Entire Net-Workです。 

各 ATM インスタンス（オペレーティング･システムごとに 1 つ）は、独自のアドレス空間で Adabas

ニュークリアスの特殊タイプとして実行されます。 各 ATMは、分散システム内の他の ATM、および

それらの ATMが調整した RMをパートナーとして認識します。各 ATMはいつでも、自分が調整して

いるグローバル･トランザクションのステータスを計算することができます。 

ATMのバージョン 1.2またはそれ以上は、以下のような外部トランザクション・マネージャからの命

令を受け取るコンフィグレーション機能（API）も提供されています。 

・IBM の Recoverable Resource Management Services (RRMS) 

・CICS Syncpoint Manager 

いくつかの ATM初期（紹介）画面が、Adabasオンライン･システムのデモ･バージョンから利用でき

ます。 

注： Adabas SYSFILE番号 5および 6は、Adabasトランザクション･マネージャ（ATM）ニューク

リアスのために予約されています。詳細は、2-31ページの ADALODを参照してください。 
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2.6 ニュークリアスへの変更 
2.6.1 フォワード･インデックス･コンプレッション（Forward Index Compression）（CE 6425） 

既に、英字値からトレーリング･スペースを、数値からリーディング･ゼロを圧縮して個々のディスク

リプタの余分な情報を削除することで、インデックスおよびデータ･ストレージに対するスペースを削

減しています。 

バージョン 7.1 は、インデックス値からの余分な接頭情報を削除するフォワード･インデックス･コン

プレッション機能により、セーブするインデックス･スペースを拡張します。  

利点は、使用するディスクの削減、少ないインデックス･レベルの使用、少ないインデックス I/O操作、

およびより総体的なスループットの向上を可能にすることです。インデックス情報が占有するスペー

スが少なくなるため、バッファプールはより効率的に使用されます。インデックスを連続的に全検索

する L3、L9 または S2 のようなコマンドはより迅速になり、小さいインデックス･サイズはインデッ

クスの読み込みまたは修正を行う Adabasユーティリティの経過時間を削減します。 

インデックス値を圧縮するかどうかは、ファイルのサイズおよびインデックス値の類似性をに基づい

て決定するべきです。  

� インデックス値が類似しているほど、より良い圧縮結果を得られます。 

� 大きなファイルがインデックス･コンプレッションに対して良い対象であるのに対して、小さなフ

ァイルはセーブするスペース量が絶対的に小さくなるので、インデックス･コンプレッションには

適しません。 

ファイルに対してインデックス値を圧縮してもまったく圧縮されない最悪のシナリオであったとして

も、圧縮したインデックスは非圧縮インデックスより多くのインデックス･ブロックを必要とはしませ

ん。 

フォワード･インデックス･コンプレッションは、ADAORDおよび ADALOD ユーティリティを使用し

て実施されます。詳細は、2-26ページのユーティリティへの変更のセクションを参照してください。 

 

2.6.2 フリー･スペース･テーブルの拡張 

バージョン 7.1 は、大きなデータベースをサポートするために、フリー･スペース･テーブル（FST）

を 1から 5アソシエータ･ブロックへ拡張しました。RABN 10-14は、FSTを格納するために使用され

るようになりました。 

 

2.6.3 ワーク･パート 4 ：分散トランザクション処理エリア  

ワーク･パート 4エリアは、分散トランザクション処理に関連したデータを制御するために作成されま

した。新規 ADARUNパラメータは、以下のとおりです。 

� DTP=RMは、ワーク･パート 4エリアをアクティブにするために使用します。 

� LDTPは、ワーク･パート 4エリアのサイズを指定するために使用します（最小およびデフォルト･

サイズは、ワーク･パート 1のサイズと同じです）。 

� IGNDTP=YESは、特殊インスタンス内のワーク･パート 4エリアを無視するために有効です。 

ワーク･パート 4 は、分散処理内に含まれるいくつかのグローバル･トランザクションを保持します。

例えば、フェーズ 1処理中に、ワーク･パート 1のスペースを解放するために、グローバル･トランザ
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クションのプロテクションのデータはワーク･パート 1からワーク･パート 4へコピーされます。 

ワーク･パート 4の詳細は、『Adabas DBAリファレンス･マニュアル』を参照してください。 

 

2.6.4 変更が可能なエレメンタリ･フィールド･フォーマット 

フォーマット U（アンパック）として定義したエレメンタリ･フィールドを以下のフィールドに対しフ

ォーマット P（パック）に変更することが可能です。 

� フィールド･オプション FI（固定ストレージ長）で定義されていないフィールド 

� サブ／スーパー／ハイパーディスクリプタの親フィールドではないフィールド 

� 拡張ファイル･チェイン内にないフィールド 

 

2.6.5 ピリオディック･グループ内のユニーク･ディスクリプタ値 

デフォルトで、ユニーク･ディスクリプタ（UQ）として定義されたピリオディック･グループ（PE）

フィールドのオカレンス番号は、フィールド値の一部として含まれます。この場合のオカレンス（ま

たはインデックス）番号は、ユニークなフィールド値の一部となることがあります。 

Adabas バージョン 7.1 では、新しく XI オプションが追加され、ディスクリプタ値からのオカレンス

番号を排除するために使用されます。この場合、フィールド値の残りの部分は、ピリオディック･グル

ープ内でユニークである必要があります。 

 

2.6.6 バッファプール内のハッシュ･サーチ（Hash Search） 

Adabasバージョン 7.1は、バッファプールのエントリを直接アドレスするために、バッファプールの

マルチプル･ヘッダ･インデックス･ストラクチャをハッシング･アルゴリズムに置き換えました。これ

は、バッファ･サイズに依存しない検索アルゴリズムであり、特に 100MBを超えるバッファプールに

対してより良い効果を得ることができます。 

 

2.6.7 非同期バッファ･フラッシュに対する分散 I/O 

Adabasバージョン 7.1は、I/Oキューイング･タイムおよびシングル･スレッド間での遅延読み込みの

問題に対して、以下のシングル･ディスクでの非同期バッファ･フラッシュを行います。 

� ブロックを 1ディスクごとに別々の I/Oキューにソートする 

� 並行に開始されるキューごとの 1I/Oの最大値を許可する 

デフォルトで、ボリューム単位による非同期バッファ･フラッシュはアクティブです。新規 ADARUN

パラメータ ASYTVS は、その機能を無効にすることが可能です。コンソール･オペレータ･コマンド

ASYTVSは、セッション中にその機能を非アクティブおよび再度アクティブにすることが可能です。 

 

2.6.8 別々にレポートされるコマンド･スローバック（Command Throwback）（CE4054） 

リソースの競合（ワーク･プール･スペース不足または ISN の競合）がある場合、Adabas はスレッド

からコマンド･キューへのコマンド･スローバックを必要とします。 

Adabas の旧バージョンでは、ニュークリアス･シャットダウン統計内にスローバック情報が含まれま
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した。バージョン 7.1では、スローバック統計はニュークリアス･シャットダウン統計とは別れてレポ

ートされます。また、SYNS-5B（Adabas リフレッシュ統計）チェックポイント内でも別々にレポー

トされます。 

 

2.6.9 ニュークリアス修正のコマンド･ログ（CE4884） 

新規 ADARUNパラメータ AOSLOGは、Adabasオンライン･システムまたは ADADBS OPERCOMに

より発行されたニュークリアスを修正する全 Adabasコールの DD/PRINT へのログの記述を可能にし

ます。読み込みおよび表示タイプのコールは、ログに記述されません。 

AOSLOG は、ログオン／オフのタイプの切り替えをするためのオペレータ･コマンドとしても使用で

きます。 

 

2.6.10 ニュークリアスのリード･オンリー･ステータスの表示（CE4962） 

ADADBS OPERCOM DPARMまたは DSTATコマンドを発行すると、ニュークリアスのリード･オン

リー･ステータスが表示されます。 

AOS DPARMコマンドでもこの情報を表示します。 

 

2.6.11 プログラム-ドリブン PLOG または CLOG 切り替えの拡張サポート 

以前までは、プログラム-ドリブン PLOG または CLOG の切り替えは、以下に続く一連のイベントの

後にニュークリアスのハングアップを引き起こしました。 

注： 以下に続く一連のイベントは PLOG の場合の例です。CLOG の場合はカッコ内の名称を用いま

す。 

� ニュークリアスが PLOG（CLOG）データセットの 1つを満たし、ユーザ出口 2を使用して該当す

る ADARES PLCOPY（CLCOPY）の実行を要求し、2番目の PLOG（CLOG）に切り替えます。 

� ADARESの最初の PLOG（CLOG）からシーケンシャル･データセットへのコピーが終了する前に、

バッチ･ジョブが FEOFPL（FEOFCL）リクエストを発行します。 

� ニュークリアスに 2 番目の PLOG（CLOIG）データセットを繋いだ後、ユーザ出口 2 を使用して

もう一度 PLCOPY（CLCOPY）の実行を要求し、最初の PLOG（CLOG）に切り替えます。 

� 最初の PLOG（CLOG）はまだコピーが終了していませんのでニュークリアスは最初の PLCOPY

（CLCOPY）実行が正常に完了するまで待ちます。完了するまでの間に、ニュークリアスはコマ

ンドを処理せず、ハングします。 

Adabas バージョン 7.1 は、FEOFPL（FEOFCL）リクエストの受付け前に PLOG（CLOG）切り替え

が可能かをチェックすることで、ニュークリアス･ハングを回避します。ニュークリアス･セッション

がユーザ出口 2と共に実行されている状態で、PLCOPY（CLCOPY）によるもう一方の PLOG（CLOG）

からシーケンシャル･ファイルへのコピーが完了していないときに FEOFPL（FEOFCL)によってもう

一方の PLOG（CLOG）に切り替えようとする場合は、ニュークリアスは FEOFPL（FEOFCL）リク

エストを拒否します。 

拒否したリクエストが ADADBS OPERCOMを使用して発行されていた場合は、ADADBSはインター

バルの間待ち、最大 10分になるまでリクエストを再試行します。10分の間に ADARESがもう一方の
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PLOG（CLOG）のコピーを完了することができないと、ADADBS OPERCOM機能も失敗することに

なります。 

 

2.6.12 モジュール･メンテナンス･レベル情報の拡張 

DD/PRINT上のモジュールのメンテナンス･レベルに関する情報が拡張されました。日付、SMレベル、

ZAPレベル、および適用した追加 ZAPに加えて、以下の情報も含むようになりました。 

� Adabasバージョン番号 

� 追加適用 ZAPの完全な ZAP番号 

� ニュークリアスについては、SVCまたはルータに対する ZAPレベル情報 

 

2.6.13 拡張 Adabas Fastpath の統合 

Adabas Fastpathバージョン 7.3は、Adabas Fastpathを使用するクライアント･プログラムが最も最

新のデータを受信することを保証するために、ネットワークにまたがる Adabas Fastpathバッファへ

の同期更新を行うことができます。 

� Adabas 7.1 リリース･テープにある SYSAFP オンライン･サービス･アプリケーションおよび

Adabas Fastpathがシステム上にインストールされている場合は、ADARUN FASTPATH=YESと

することで製品の全機能を有効にすることができます。 

� Adabas 7.1 リリース･テープにある SYSAFP オンライン･サービス･アプリケーションおよび

Adabas Fastpath がシステム上にインストールされていない場合は、ADARUN FASTPATH=YES

とすることで Adabasにより提供される Adabas Fastpath コマンド分析サンプラ AFPLOOK を呼

び出します。 

AFPLOOKについては、リリース･ノートの付録 1を参照してください。 

 

2.6.14 ADAESI に替わる Adabas SAF Security Interface  

Adabas External Security Interface （ADAESI）に加えて、Adabasバージョン 7.1は Adabasコールに

対するセキュリティ認可を制御するために Adabas SAF Securityをサポートします。現時点で Adabas 

SAF Securityは、OS/390、MVS/ESA、および OS/IV（FACOM）環境のみ使用できますが、後続の Adabas

バージョンでサポートするすべてのメインフレーム環境内で使用できるようになります。 

Adabasの後続のリリースで Adabas External Security Interface（ADAESI）は、Adabas SAF Security

に置き換えられます。現時点では、ADAESIのサポートを継続しますが拡張は行いません。 

 

2.7 システム依存の変更 
2.7.1 ADAIOR の変更 Changes 

OS/390、MVS/ESA、MSP、VOS3、XSPおよび VSE/ESAについて 

ADAIORは 2つのモジュール ADAIORおよび ADAIOSに分割されました。 

Adabasバージョン 6.2 では順編成ファイルに対する I/O を SSF（システム･サービス･ファシリテ

ィ）が行っていましたが、バージョン 7 からは ADAIOS によって処理されるように変更されまし
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た。 

この変更は、基本的に透過しています。ただし、異なるロード･ライブラリに新しい ADAIORをコ

ピーする場合は、ADAIOSもコピーする必要があります。 

 

VM/ESAについて 

現在 IORはインデペンデント・タスクである ADAIORと ADAIOSを使用します。 

 

2.7.2 OS/390、MVS/ESA、MSP および VOS3 版 ADASIP/ADASIR の変更 

次の ADASIP/ADASIRのパラメータが削除されました。 

  EN,ENAME,ETおよび ETABLE 

これらのパラメータは Adabas External Security Interface(ADAESI)に関連しているパラメータで

す。過去に ADAESIを使用していた場合は、SYS1.PARMLIBの中にある IEFSSNxxというメンバ

ーに、これらのパラメータが記述されているかどうかを必ずチェックしてください。もしこれら

のパラメータが上記のメンバーに記述されている場合は、IPL時に ADASIRは ABENDします。 

 

2.7.3 データ変換リンク･ルーチン LNKUES 

注:現時点では、LNKUESは現在サポートされていません。 

標準バッチ ADALNKへリンクされるリンク･ルーチン LNKUES は、Adabasバージョン 7 ととも

に配布されます。LNKUESは、呼び出し側のデータ構造により必要な場合に、Adabasバッファお

よびバイト･スワップ等のデータを変換します。  

Adabasバージョン 7より前では、Entire Net-Workがメインフレーム Adabasに対する全データを

変換しました。Entire Net-Workバージョン 5.5Jおよびそれ以降のバージョンにデータを変換する

ことができるターゲット･データベースが接続されていると、Entire Net-Workはデータの変換をせ

ずにデータベースへデータを渡します。 

LNKUES/ADALNKの詳細は、『Adabasインストレーション･マニュアル』を参照してください。 

 

2.7.4 IPC Messaging（X’48’）コールに対するサポート 

論理トランザクションは、その実行中に複数のアドレス･スペース（またはパーティションまたは

タスク）にわたって処理を行うことが可能です。これは、トランザクション･ロード･バランシン

グまたはトランザクション･テイクオーバーがサポートされている環境に対して効果を発揮しま

す。このような“plex”環境は、Adabas コマンド処理の論理的にユニークで一貫性のあるコミュニ

ケーション ID（ユーザ ID）に依存する Adabasトランザクションに対して大きな問題となります。

トランザクションが複数のアドレス･スペース（またはパーティションまたはタスク）にわたると

きに、コミュニケーション IDのフォーマットは、ユニークであることを保証されていません。 

IPC Messaging（X’48’）コールでは、 Adabasは Natural 2.3およびそれ以降のバージョンからの

呼び出し側に対する”plex”環境内のユニークなコミュニケーション IDへのサポートを提供します。

SAPもこのプロトコルをサポートすることを示唆しています。  
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呼び出し側の位置（アドレス･スペース、パーティション、またはタスク）が Adabas コマンド･

シーケンス中に変更されることのある環境で 28バイトの内部 Adabasユーザ IDの正しく構築する

ために、IPC Messaging（X’48’）コールが必要になります。  

IPC Messaging（X’48’）コールは、Natural 2.3およびそれ以降のバージョンのような Software AG

製品をサポートする”plex”環境で、OS/390または MVS/ESA配下の Adabasバージョン 6.2および

それ以降のバージョン（VSE/ESA 配下ではバージョン 7.1およびそれ以降）を実行するときに使

用されます。  

� OS/390 または MVS/ESA 配下では、CICS または IMS 配下で実行するトランザクションを、

これらのアドレス切り替え（または”plex”）環境内で操作することができます。  

� VSE/ESA配下では、X’48’コールは Natural 2.3およびそれ以降のバージョンとの互換を提供す

るためにサポートされます。現時点では VSE/ESAの”plex”環境をサポートしていません。 

論理トランザクションに関係した内部 Adabasリソースを識別するために使用される 28バイトの

コミュニケーション IDは、Adabasリンク･ルーチンおよび Adavas SVCにより自動的に構築され

ます。コミュニケーション IDは、Adabasニュークリアスが使用するために Adabasコマンド･キ

ュー内に位置づけられます。Natural 2.3 またはそれ以降のバージョンでの使用については、以下

のように構成されます。 

� 8バイトの CPU ID 

� 8バイトのストア･クロック値（STCK） 

� 4バイトのプロセス･トークン 

� 8バイトのユーザ ID 

コミュニケーション IDのユニーク性は、8バイト CPU IDおよび 8バイトのストア･クロック値の使用

により強調されます。4バイトのプロセス･トークンは、Natural 2.3により渡されます。 

� CICS/ESA配下では、プロセス･トークン･フィールドは、Adabasのバージョンをセットする ADAGSET

マクロの NTGPIDパラメータに対応しており、各タスクに対してダイナミックに構築されたます。 

� IMS/ESA、AIMおよび DCCM3配下では、プロセス･トークン･フィールドは、IMS IDです。 

ユーザ IDは、IMS/ESA LTERM、文字列”CICS”に続く CICS端末 ID、または文字列”CIC”に続く CICS

タスク番号のいずれかです。 

X’48’コールをサポートする場合、Adabasタスク関連ユーザ出口 ADATRUEおよびそのアクティベーション･

プログラム ADAENABを使用しなければならない CICS配下以外には、追加のインストレーションはありま

せん。 

OS/390および VSE/ESA配下では、次のリンク･ルーチンが IPC Messaging （X’48’）コールをサポー

トします。 

Adalink 環境 オペレーティング･システム 

ADALNK／ADALNKR バッチ／TSO OS/390 

ADALNA5 Entire System Server（NPR） OS/390 

ADALNI／ADALNI2 IMS/ESA OS/390 
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LNKOLSC／LNKOLM CICSコマンド･レベル OS/390、VSE/ESA 

LNKTRUE／LNKENAB   

LNKVSE／LNKVSER バッチ VSE/ESA 

ADALNJ AIM、DCCM3 MSP,XSP,VOS3 

ADALNA AIM MSP,XSP 

ADALND DCCM3 VOS3 

 

X’48’コール･ロジックを使用するとき、リンク･ルーチンのリエントラント･バージョンが使用できる場

合はリンク･ルーチンのリエントラント･バージョンを使用する必要があります。例えば、OS/390また

は MVS/ESA配下のバッチ／TSO内の ADALNKの代わりに用いる ADALNKRがあります。 

IMSルーチン ADALNIおよび ADALNI2 は、&RENT オプションがアクティブ（1に設定）としてコー

ドする必要があります。CICSコマンド･レベルのリンク･ルーチンは準リエントラントであり、RENT

オプションとともにリンクするべきではありません。 

 

2.7.5 オペレーティング･システム･サービスを使用するプログラムの同期 

Adabasバージョン 7は、ニュークリアスおよびユーティリティ実行の開始および終了の同期をとるた

めに、オペレーティング･システム･サービスを使用します。一度に 1 プログラムのみがデータ統合ブ

ロック（DIB）を修正することができます。 

使用するオペレーティング･システム･サービスは、以下のとおりです。 

オペレーティング･システム サービス 

OS/390,MVS/ESA,MSP, 

VOS3および XSP 

主要名（QNAME） ‘ADABAS’付きシステム･ワイド ENQ／DEQ マクロ 

（SCOPE=SYSTEMS） 

VSE/ESA システム･ワイド LOCK／UNLOCKマクロ 

 

この機能は、単一のオペレーティング･システム･イメージにおける DIBの更新の正しい同期について

信頼性の高い、効果的な保証をします。 

複数のオペレーティング･システムのイメージを共有するディスク上にデータベースが常駐し、複数の

システム･イメージ上から同一データベースに対してニュークリアスまたはユーティリティ･ジョブを

実行する場合は、以下のいずれかを満たす必要があります。 

� システム･イメージがニュークリアスおよびジョブを実行する全システム上で同期が有効になる

ようににインストールされている。 

� ニュークリアスおよびユーティリティ･ジョブが異なるシステム･イメージ上で同時に実行されな

い。 

必要な情報については、システム･プログラマにご相談ください。 

警告警告警告警告： 異なるニュークリアスまたは同一ファイルを更新するユーティリティ･ジョブが、適切な

同期をとらずに複数のシステム･イメージ上で開始または終了を行った場合、DIBの更新は失われるこ

とがあります。これが発生すると DIBのロック違反となり、ユーティリティによる非同期更新を同時

に行ったためにファイルを開いた時にファイルが壊れる可能性があります。 
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2.8 ユーザ出口の変更 
2.8.1 照合ディスクリプタ出口 01 - 08 

ユニバーサル･エンコーディング･サポート（UES）の一部として、照合ディスクリプタ出口 1 から 8

（CDX01 から CDX08）は、対応する照合ディスクリプタに対する値をエンコードおよびディコード

するために提供されます。 

照合ディスクリプタ（COLDE）は、英数字またはワイド文字フォーマットのフィールドに対して定義

することができます。その値はインデックス内に格納され、レコードとして格納されません。値を得

るために使用した照合ディスクリプタ出口の番号は、照合ディスクリプタに関係しています。 

サンプルの照合ディスクリプタ出口 CDXE2A は、Adabas ソース･データセット内に提供されており、

エンコーディング機能に対して EBCDICを ASCIIに変換し、ディコーディング機能に対して ASCIIを

EBCDICに変換します。 

照合ディスクリプタ出口は、『DBA リファレンス･マニュアル』のユーザ出口の章を参照してくださ

い。 

 

2.8.2 PRILOG：コマンド･ログ印刷プログラム 

PRILOGについては、『DBAリファレンス･マニュアル』のユーザ出口の章のユーザ出口 4、ユーザ生

成ログ･データのセクションを参照してください。 

Adabasの全バージョンに対するバージョン 4または 5のコマンド･ログ･レイアウト･フォーマットの

Adabasコマンド･ログ内の内容を読み込み、レポートするために PRILOG印刷プログラムは提供され

ました。 

PRILOG は、Adabas ニュークリアスがデュアル･コマンド･ロギングを使用しているときの ADARES 

CLCOPYユーティリティまたは Adabasニュークリアス（DD/LOGファイル）により直接生成された

シーケンシャル Adabasコマンド･ログを読み込みます。 

PRILOGは、OS/390、MSP、VOS3および XSP オペレーティング･システムに対してはモジュール形

式で提供された 3つのモジュール（PRILOG、CCSTCK、および PRILOGD）で構成されます。 

PRILOGは、OS/390、および VSE/ESAオペレーティング･システムに対してはソース形式で提供され

た 3つのモジュール（PRILOG、CCSTCK、および PRILOGD）で構成されます。これらのモジュール

は、Adabasの旧バージョンで提供された全 PRILOGnバージョンを置き換えます。 

 

2.8.3 プラグ－イン･ルーチン･ユーザ出口 

プラグ－イン･ユーザ出口（エントリ名 ADASMXIT）は、『DBAリファレンス･マニュアル』のエラー

制御およびメッセージ･バッファリングの章を参照してください。以下のために使用することができま

す。 

� さまざまなプラグ－インへのパラメータを提供します。この出口がインストールされていない場

合は、パラメータはデフォルト値に設定されます。 

� プラグ－イン･ルーチンが呼び出される前の状態を調査します。そうすることにより、Adabas に

より提供されたもの以外のリカバリ･アクションを実施することができます。 
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ニュークリアスによるロードを可能にするために、ロード･ライブラリ･コンカチネーションまたは

MVSシステム･リンク･リストのようなシステム･コール･ライブラリ内に ADASMXITロード･モジュー

ルを置いておく必要があります。ADASMPまたは MVS上の Adaplexのいずれかを実行している場合

は、ADASMXITを認可ロード･ライブラリ内に置いておく必要があります。 

 

2.8.4 ハートビート･サブタスク･ユーザ出口 

注： Adabasバージョン 7.1では、ハートビート・レコードを利用することができません。ハートビ

ートに関する機能は使用しないようにして下さい。 

ハートビート･サブタスク･ユーザ出口（エントリ名 ADALERTX）も、『Adabas DBA リファレンス･

マニュアル』のエラー制御およびメッセージ･バッファリングの章を参照してください。ハートビート･

レコードを調べるための調査および（または）ハートビートのしきい値およびインターバルをバッチ･

ジョブにより、または動的に変更するために使用することができます。 

ハートビート･サブタスクおよびユーザ出口は、ESTAE により保護されます。ユーザ出口が ABEND

すると、再度呼び出されることはありません。 
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2.9 ADARUN パラメータ 
2.9.1 新規 ADARUN パラメータ 

次の表にリストされた ADARUN パラメータは、バージョン 7 に対して追加されたものです。LOCAL

は新しいパラメータではありませんが、旧バージョンのドキュメントから不正に削除されたものです。 

詳細は、『Adabasオペレーション･マニュアル』を参照してください。 

パラメータ 使用 

AOSLOG ADADBS OPERCOM または AOS により発行されたニュークリアスを修正する特定コマンドを

DD/PRINTへ記録します。 

ASYTVS ボリューム単位での非同期バッファ･フラッシュ 

CDXnn 照合ディスクリプタ･ユーザ出口 

DSFEX1 DSE=YESで使用する Delta Save Facilityユーザ出口 

DTP 分散トランザクション処理制御 

FASTPATH Adabas Fastpath制御 

IGNDTP DTP=RMで使用する分散トランザクション処理エリア（ワーク･パート 4）を無視します。 

LDTP DTP=EMで使用する分散トランザクション処理エリア（ワーク･パート 4）の長さを設定します。 

LOCAL ネットワーク接続に対するニュークリアスを設定します。 

LOGCLEX コマンド･ログ･エクステンションを記録します。 

MSGBUF SMGT=YESで使用するメッセージ･バッファのサイズを指定します。 

MXTSX Sxを実行するタイム･リミットの最大値の上書き 

REVIEW Adabas Review制御（シノニムを残す REVIEWHUBIDを置き換え） 

SMGT エラー制御およびメッセージ･バッファリング機能制御 

 

2.9.2 時間パラメータの最大値 

システム全体に対する時間パラメータ TT,TNAA,TNAE,TNAX および TLSCMD は、最大値として

16,777,215秒を設定することができ、デフォルト値は 900秒です。 

しかし、ユーザ･キュー･エレメント（UQE）の長さは 2バイトしかないので、個々のユーザに対する

これらの時間パラメータは、2バイトの最大値 65535を上限として、それ以上の値は無効にされます。

MXTNA,MXTTおよび MXTSXパラメータの項を参照してください。 

個々のユーザの時間パラメータがシステム全体に対する値の最大値よりも大きい値をとる場合、その

値は無効となり、個々の値は実質的に、システム全体に対するパラメータがセット可能な 2 バイトの

最大値 65535の値に制限されます。 

この制限は Adabasの今後のリリースに記述されます。 



2 新機能および拡張 

2-20 

2.10 ダイレクト･コールへの変更 
2.10.1 サーチ･バッファ構文 

Adabasバージョン 7.1は、Adabasニュークリアス内でのより多くの選択処理をするために、サーチ･

バッファ内でのブーリアン代数（つまり異なるインデックスのキュー、AND、カッコの組み合わせ）

をサポートします。 

新しい“Y”接続オペレータは、論理 ANDオペレーションを使用する任意の D、O、R、S、および N検

索オペレーションの結果を組み合わせます。 

AA,D,AB,Y,AA,O,AA,Y,AA,S,AA,N,AA,S,AA. 

—上記は、以下のことを意味します。 

（（（（AA,D,AB）））） and （（（（AA,O,AA）））） and （（（（AA,S,AA,N,AA,S,AA））））. 

Y 接続オペレータ機能はカッコのようなものです。1 レベルのみ可能です。つまり、ネストしたカッ

コはサポートされません。 

Yオペレータに接続した全検索表現は、同じファイルへ適用する必要があります。 

Y オペレータは、S8 コマンド･オペレーションのシーケンスを前もって必要とした 1 オペレーション

内の検索を実行するために使用することができます。このように、Y オペレータを用いて Adabas の

パフォーマンスの向上を図ることができます。 

 

2.10.2 C3：Command Documented 

C3 コマンドは、排他制御（更新）ユーザ（ET ロジックを使用しない）によってのみ発行することが

できます。 

C3コマンドの主要機能は、Adabasチェックポイント･ファイル内に SYNX-03チェックポイントを記

述することです。チェックポイント･エントリは、 

� 現在のデータ･プロテクション･ログおよびブロック番号を含みます。 

� チェックポイントが使用されたときのステータスへデータベース全体（または特定のファイル）

を復元するために使用できます。これは、排他制御（更新）が実行可能なプログラムが再実行ま

たは再起動される前に必要になります。  

コマンド･オプション 2を指定すると、C3コマンドは再起動のために、Adabasチェックポイント･フ

ァイル内のユーザ･データを保存します。保存したデータは、その後の OPまたは REコマンドによっ

て読み込まれます。 

 

2.10.3 N2：自動 AC エクステント･アロケーション（CE 3183） 

N2 コマンドが次に高い ISN に対して発行されたときに、アドレス･コンバータ（AC）に新しい ISN

を追加するには十分な大きさではない場合に、新しいエクステントが拡張されます。 

以前は、新しいレコードに対して ISN を指定して N2 コマンドが発行されたときに、ISN が既存のエ

クステントに適合しない場合にはレスポンス･コード 113 が返されました。これからは、そのような

N2コマンドを受け付け、新しい ACエクステントが割り当てられてレコードを追加するようになりま

した。 



2 新機能および拡張 

2-21 

 

2.10.4 OP：UES に対するサポート 

クライアント･アプリケーションは、OP コマンドで特殊エンコーディングの決定および Adabas ニュ

ークリアスとの通信ができます。ニュークリアスは UQE内に情報を格納します。 

OPコマンド･レコード･バッファ構文は、レコードおよびバリュー･バッファ内のフィールドに対する

特殊データ構造を定義するためのエレメント、および英数字とワイド文字フィールドへ特殊エンコー

ディングを割り当てるためのエレメントを含むように、拡張されました。ここで定義した特殊データ

構造は、Entire Net-Workによって設定されたリモート･コールに対する構造キーを無視します。 

注： 特殊構造設定は、フォーマットおよびサーチのような Adabasコントロール･ブロックおよび固

定レイアウトのバッファ上での LNKUES／ADALNKにより実行されるデータ変換には影響しま

せん。 

 

2.10.5 不正なコマンド･オプションの指定 

不具合により、Adabasバージョン 6.2ニュークリアスは不正なオプション 1（=’H’）での Lxコマンド

（L1、L2、L3、L4、L5、L6、および L9）を拒否しませんでした。このオプションは、コマンド実行

に対して意味がありません。 

Adabas バージョン 7 およびそれ以降のバージョンは、不正な H オプション付きのこれらのコマンド

にレスポンス･コード 34を返します。また、他のコマンドに対する不正なコマンド･オプションに対し

ても同じレスポンス･コードを返します。 

 

2.10.6 L3／L6／L9：読み込み方向の変更 

読み込み位置を変更しなくても、「コマンド・オプション 2」で Aまたは Dを指定すればいつでも論

理読み込み方向を昇順から降順にまたは、その逆に変更することができます。 

このオプションはプリ･フェッチ機能およびマルチ･フェッチ機能をサポートしません。 

 

2.10.7 L3／L6／L9：オープン･システム･サポートを拡張する新ロジック 

UNIXおよび Windows NTプラットフォーム上で実行する Adabas との完全互換のために、L3／L6／

L9コマンドに対するサーチ･バッファ構文が修正されました。 

サーチ･バッファ内で 4つの比較子が使用できます。 

� より大きいまたは等しい（GE：デフォルト）  

� より大きい（GT） 

� より小さいまたは等しい（LE） 

� より小さい（LT） 

コマンド･オプション 2（昇順または降順）の設定は読み込みの順を決定し、比較子はその順で読み込

まれる値を決定します。L3／L6でのいくつかの場合では、ISNフィールドにゼロではない読み込み開

始値が指定されていると、読み込まれる値がさらに制限されます。 

さらに、バリュー･バッファ内の 2つの値を範囲として定義するために’S’接続オペレータが使用される
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ことがあります。最初の値は範囲の最低値を指定し、2番目の値は最高値を指定します。 最低または

最高値は、コマンド･オプション 2に昇順または降順のいづれかが指定されているかにより、開始また

は終了値のどちらかになります。 

 

2.10.8 LF：UES に対するサポート 

LF コマンドのレコード･バッファ内の FDT フィールド定義情報は、ワイド文字フィールド･フォーマ

ットおよび新規フィールド･オプションに適応するために拡張されました。照合ディスクリプタの属性

は、SDTフィールド定義セクション内に’C’に続けてレポートされます。 

 

2.10.9 ユーザ ID の変更 

OS/390、MSP および VOS3 において、TSO、TSS ユーザに対するユーザ ID を ASCBID からジョブ

IDに変更しました。 

ユーザ IDとしてジョブ IDを使用することで、よりユーザ IDのユニーク性を向上させることが出来ま

した。 

この変更により、TSO、TSSユーザのグローバル・ユーザ IDも‘TSUnnnnn’に変更されます。 
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2.11 新規オペレータ･コマンド 

次のオペレータ･コマンドは、コンソール（『Adabasオペレーション･マニュアル』参照）および Adabas

オンライン･システムで使用するために定義されました。 

コマンド 使用 

ALOCKF 指定したファイルの排他制御を EXU、EXF、または UTIユーザが持つことを保証するために

ファイルをロックします。 

AOSLOG DD/PRINTへ ADADBS OPERCOMまたは AOS により発行されたニュークリアスを修正す

る特定の Adabasコールのロギングをアクティブ/非アクティブにします。 

ASYTVS ボリューム単位の非同期バッファ･フラッシュを非アクティブ/再アクティブにします。 

DONLSTAT 各アクティブ･オンライン･リオーダーのステータス、またはインバート･ステータスをプロセ

ス IDと一緒に表示します。 

ONLRESUME 以前サスペンドしたオンライン･リオーダまたはインバート･プロセスを再度開始します。 

ONLSTOP オンライン･リオーダまたはインバート･プロセスを完全に停止します。 

ONLSUSPEND オンライン･リオーダまたはインバート･プロセスをサスペンドします。オンライン･プロセス

がニュークリアス･リソースを消費しすぎている場合に便利です。 

RALOCKF ユーティリティの実行なしで、指定したファイルのアドバンス･ロック（ALOCKFコマンド参

照）を削除します。 

RALOCKFA ユーティリティの実行なしで、設定された全ファイル上のアドバンス･ロック（ALOCKFコマ

ンド参照）を削除します。 

SMGT エラー制御およびメッセージ･バッファリング機能により使用されます。キーワードの後にコ

ンマと 1つまたは複数のオペランドが続きます。詳細は、『Adabasオペレーション･マニュ

アル』を参照してください。 
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2.12 新規ユーティリティ 

新規ユーティリティについては、『Adabasユーティリティ･マニュアル』を参照してください。 

2.12.1 ADACDC：変更したデータの取得 

Adabasは、全データベースの変更を含むシーケンシャル･ファイルを生成するために、インターバル-

ドリブンの非同期機能を実行します。この機能は、オープン･システムおよびデータウェアハウス･ソ

リューションに対して重要なものです。 

新しい Adabasユーティリティ ADACDCは、データの最新ステータスを取得するために、プロテクシ

ョン･ログ内の生データを処理します。ADACDCユーティリティは、次のことを行います。 

� 入力として 1つまたは複数のシーケンシャル･プロテクション･ログを使用します。 

� 入力プロテクション･ログに記されている期間内にデータベースに行われた全変更のデルタを出

力として生成します。変更したレコードは、非圧縮フォーマット内に出力されます。 

“変更のデルタ”とは、プライマリ出力ファイル上に記されている期間内に変更されたファイル内の各

ISNへの最後の変更を意味します。 

データウェアハウス･データベースに適用されたものを、データベース全体のコピーよりもデータベー

スへの変更のデルタにするために、この出力はデータウェアハウジング･ポピュレーション･プロシジ

ャ（data warehousing population procedures）に対する一般的な入力として使用されることがありま

す。これは、データウェアハウスへの更新をより頻繁により短時間で行い、そこに格納した情報の精

密さをより高く保証することができます。 

ADACDCユーティリティを実行するときに、標準ソート･プログラムを指定する必要があります。 

� MSPでは、ソート･マージプログラム V12以上で動作します。 

� VOS3では、拡張ソート･マージプログラム XSORT E2以上で動作します。 

� XSPでは、ソート･マージプログラム V11以上で動作します。 

サンプル･ユーザ出口 ADACDCUX は、ADACDC 処理サイクル間のレコードの挿入、削除、または更

新のされ方を示します。 

 

2.12.2 ADACNV：Adabas の最新バージョンへの変換または旧バージョンへの逆変換 

新規ユーティリティ ADACNVは、Adabasバージョン 5.2（つまり 5.2.6またはそれ以降）、5.3、6.1、

6.2、および 7.1間で移行するときに、システム依存およびシステム独立データベースの両方に必要な

全変換を実行するために使用できます。 

バージョン 7.1 への変換およびバージョン 7.1 からの変換をするためには、このユーティリティを使

用する必要があります。 
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2.12.3 ADAZAP：物理データベース･ブロックの修正 

物理データベース･ブロックの修正に用いられる ADAZAP ユーティリティは、1 つのユーティリティ

としてドキュメントされサポートされるようになりました。このユーティリティは、以下のために拡

張されました。 

� 各 VER および REP に対するチェックポイントを記述し、データベース修正の検査履歴の提供し

ます。SYNP 3Fチェックポイントは、Adabas オンライン･システムおよび ADAREP では出力さ

れますが、ADARESでは無視されます。  

� 他の Adabasユーティリティと同じ方式でエラーを制御します。 

ADAZAPを実行しているときに注意が必要です。 

� ソフトウエア･エー･ジーは、ADAZAPを実行する前に現在のセーブ･テープを取得することをお勧

めします。ADAZAP 実行中にエラーに遭遇した場合は、影響したファイルまたはデータベースの

復元が必要になることがあります。 

� このユーティリティを操作する人を認可するために、マスターコードを使用することが有効です。

マスターコードは、リクエストによりソフトウエア･エー･ジーにより配布されます。 

� ソフトウエア･エー･ジーは、データベースの修正のこの機能を使用する前に、技術サポートに連

絡することをお勧めします。 
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2.13 ユーティリティへの変更 
2.13.1 ADACMP：UES サポート 

ADACMPに対する UESサポートでは、データセット CONFIG（通常 DUMMY）、ECSメッセージを

含む DD/ECSMF、およびニュークリアスが全デフォルト･オブジェクトを実行時に利用可能にするた

めに必要なエンコーディングおよび変換オブジェクトを含む DD/ECSOJを必要とします。 

ADACMPは、新しいワイド文字フィールド･フォーマット’W’および英数字およびワイド文字フィール

ド用の追加フィールド･オプション NVをサポートするために拡張されました。 

新しいパラメータは、データ構造およびシーケンシャル入力のユーザ･エンコーディングの指定を可能

にします。 

UARC 非圧縮ユーザ･データのシーケンシャル入力のデータ構造を指定します。 

UACODE 英数字フィールドのシーケンシャル入力のユーザ･エンコーディングを定義します。 

UWCODE ワイド文字フィールドのシーケンシャル入力のユーザ･エンコーディングを定義します。指

定しない場合は、エンコーディングはファイル･エンコーディング FWCODEと同じになり

ます。 

 

特定のファイル･エンコーディングおよびユーザ･エンコーディングへの圧縮を可能にします。 

FACODE 圧縮ファイル内の英数字フィールドに対する EBCDIC-family（スペース文字が X’40’）のフ

ァイル･エンコーディングを定義します。 * 

FWCODE 圧縮ファイル内のワイド文字フィールドに対してファイル･エンコーディングを定義しま

す（デフォルトは Unicodeです）。 * 

FUWCODE データベース内にロードされたときに圧縮ファイルにのワイド文字フィールドに対しての

デフォルトのユーザ･エンコーディングを定義します。指定しない場合は、データベースの

UWCODE値からエンコーディングが取得されます。 * 

 

* FACODE、FWCODE、および FUWCODEは、FILEパラメータが使用されている場合には指定さ

れないことがあります。 

デコンプレスについては、英数字およびワイド文字フィールドに対するユーザ／ファイル･エンコーデ

ィング特性は、圧縮したシーケンシャル入力のヘッダ内に送られます。次のパラメータは上書き可能

で、シーケンシャル出力へ記述されるレコードに対してユーザ･エンコーディングに使用されます。 

UARC 非圧縮ユーザ･データのシーケンシャル出力のデータ構造を指定します。 

UACODE 英数字フィールドのシーケンシャル出力のユーザ･エンコーディングを定義します。 

UWCODE ワイド文字フィールドのシーケンシャル出力のユーザ･エンコーディングを定義します。 

 

2.13.2 ADACMP：DECOMPRESS DSDEV パラメータの削除 

ADACMP DECOMPRESS 機能の DSDEV パラメータは削除しました。現在、この情報はシ

ステム的には、ファイル･コントロール･ブロックから取り出されます。 

 

2.13.3 ADADBS：CHANGE 機能の変更 

ADADBS CHANGE機能に 2つの新しいオプションが追加されました。 
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FORMAT=P デフォルトのフィールド･フォーマットをアンパック（U）からパック（P）へ変更します。 

OPTION=LA 標準英数字（A）フィールドをロング･アルファ（LA）フィールドに変更します。 

 

ユーティリティの実行ごとに、パラメータ LENGTH、OPTION、または FORMAT の 1 つのみ指定が

可能です。 

 

2.13.4 ADADBS：UES ポート用 ENCODEF 機能 

ファイルのエンコーディングを変更するために、新しい ADADBS 機能 ENCODEF を以下のパラメー

タとともに定義しました。 

UWCODE ファイル内に格納されたワイド文字フィールドのユーザ･エンコーディングを定義します。 

FACODE ファイル内に格納された英数字フィールドの EBCDIC–family（スペース文字は X‘40’）ファ

イル･エンコーディングを定義します。 

 

この ENCODEF機能を使用するときは、少なくても上記のオプションを 1つ指定する必要があります。

パラメータは、既にロードされたファイルへ適用されます。 

ワイド文字フィールドのファイル･エンコーディングは、ENCODEF機能で変更されないことに注意を

してください。ワイド文字フィールドのファイル･エンコーディングの変更は、それらのファイルのア

ンロード、デコンプレス、コンプレス、およびリロードを必要とします。 

 

2.13.5 ADADBS：オンライン･リオーダ（CE2540）およびオンライン･インバート 

Adabasバージョン 7.1では、リオーダまたはインバート操作が実行中の Adabasファイルに対する読

み込みおよび書き込みを可能にすることで、Adabas連続稼動能力が著しく拡張されました。 

オンライン･アプリケーションがアクティブのときに、リオーダおよびインバートを行うことができる

ようになりました。Adabas オンライン･システム（AOS）または ADADBS を使用して、必要なタス

クを実行するためのオンラインプロセスを開始することができます。オンライン･プロセスは、ニュー

クリアス･バックグラウンドの ET ロジック･ジョブとして実行します。これは、EXU／EXF ユーザお

よび Adabasユーティリティは禁止され、他の ETユーザが許可されることを意味します。  

オンライン･リオーダおよびインバートは、Adabas ファイルへの継続アクセスの必要なユーザおよび

リオーダーまたはインバートするファイルがとても大きいユーザに特に便利です。 

オンライン･リオーダおよびインバートの機能は、いつでもサスペンド、再開、または停止することが

可能です。ニュークリアスのシャットダウンおよび再起動後、一時停止してしいたオンライン･リオー

ダーまたはインバートは、もう一度最初からしか起動することができません。 

次の機能が ADADBSに追加されました（パラメータ詳細は、『Adabasユーティリティ･マニュアル』

参照）。 

ONLINVERT ディスクリプタのインバート 

ONLREORFASSO ファイルのアソシエータのリオーダ 

ONLREORFDATA ファイルのデータ･ストレージのリオーダ 
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ONLREORFILE ファイルのアソシエータおよびデータ･ストレージのリオーダ 

 

同じような機能が Adabasオンライン･システム（AOS）でも利用できます。 

オンライン･インバートは、1回の実行で、1ファイルに 1ディスクリプタの追加を可能です。ファイ

ルが拡張ファイル･チェインのコンポーネントの場合は、拡張ファイルの全コンポーネントが自動的に

インバートされます。ディスクリプタ情報は直ちにファイルの FDTおよびインデックス構造に追加さ

れますが、ディスクリプタはオンライン･インバートが終了するまでアプリケーション･プログラムで

使用することはできません。アプリケーション･プログラムがインバートの途中のディスクリプタにア

クセスしようとすると、Adabasはそれを認識しません。例えば、L3または L9コマンドで検索コマン

ドが非ディスクリプタ検索に切り替わると、レスポンス･コードを受信します。 

オンライン･リオーダは、複数のファイルに対し別々にリオーダを行います。データ･ストレージのリ

オーダについては、ADAORDバッチ･ユーティリティに対する方法と同じように SORTSEQが指定で

きます。また、アソシエータおよびデータ･ストレージ･パディング･ファクタは変更されます。ファイ

ルは既存のエクステント内にリオーダされます。オンライン･リオーダの影響は、アソシエータおよび

データ･ストレージ内にフリー･スペースとして増加した I/Oパフォーマンスをリカバーし、データ･レ

コードのソート順を必要な処理にしたがって変更します。 

一度オンライン･プロセスを開始すると、以下の ADADBS OPERCOMコマンド、AOS、およびオペレ

ータ･コンソール･コマンドを使用して監視および管理することができます。 

donlstat 開始した全オンライン･プロセスのステータスを表示します。各プロセスは、そのプロセス

を特定できる IDにより識別されます。 

onlsuspend=id オンライン･プロセスをサスペンドします。プロセスは、ファイルの論理的および物理的に

整合のとれた状態を作成し、再開を待ちます。 

onlresume=id サスペンドしたオンライン･プロセスを再開します。 

onlstop=id オンライン･プロセスを終了します。ファイルは物理的および論理的整合状態に戻ります。

オンライン･インバートについては、部分的にインバートされたディスクリプタが自動的に

解放されることを意味します。 

 

実行したアクションの経緯を追うために、全オンライン･プロセスは、開始および終了時のジョブ･プ

ロトコル（DD/PRINT）への記述と同時にオペレータ･コンソールへメッセージを記述し、Adabas チ

ェックポイント･ファイルへチェックポイントを記述します。 

下に挙げる同じような効果により、オンライン･プロセスは OLTPビジネスと並行して動いているバッ

チ･ジョブにある程度匹敵します。 

� 標準ユーザのレスポンス時間の削減 

� I/Oアクティビティの増加 

� 標準ユーザのロング･トランザクションでの、ワーク･データセットへ書き出されるデータ量の増

加による Adabasレスポンス･コード 9サブコード 15を受信する危険性の増加 

 

2.13.6 ADADBS：新規 OPERCOM コマンド 

オンライン･リオーダおよびインバート処理について 
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次のコマンドは、オンライン･リオーダおよびインバート処理をサポートするために追加されました。 

注： STOPU コマンドは、オンライン･リオーダおよびインバート処理に対して使用できません。代

わりに ONLSTOPコマンドを使用してください。 

DONLSTAT プロセス ID とともに各アクティブなオンライン･リオーダーまたはインバート処理のス

テータスを表示します。 

ONLRESUME 以前サスペンドしたオンライン･リオーダーまたはインバート処理を再開します。 

ONLSTOP オンライン･リオーダまたはインバート処理を完全に停止します。 

ONLSUSPEND オンライン･リオーダまたはインバート処理をサスペンドします。オンライン･プロセス

がニュークリアス･リソースを消費しすぎる場合に便利です。 

 

アドバンス･ファイル･ロック処理について 

次のコマンドは、新しいアドバンス･ファイル･ロック能力をサポートするために追加されました。 

ALOCKF ファイルの排他制御を持つ EXU、EXF、または UTIユーザを保証するために前もって指

定されたファイルをロックします。 

RALOCKF ユーティリティの実行なしで、指定したファイル上のアドバンス･ロック（ALOCKFコマ

ンド参照）を削除します。 

RALOCKFA ユーティリティの実行なしで、設定された全ファイル上のアドバンス･ロック（ALOCKF

コマンド参照）を削除します。 

 

2.13.7 ADADEF：UES サポート用 DEFINE 機能パラメータ 

ADADEFは、データベース全体に対してファイルをロードするときのデフォルトとして扱われるエン

コーディングを設定するために使用します。次の新規パラメータを ADADEFの DEFINE機能に追加し

ました。 

UES データベースに対してユニバーサル･エンコーディング･サポートがアクティブかどうかを

指定します。任意の有効な xxCODE パラメータは、UES=YES を暗黙に設定します。全

xxCODEパラメータをゼロに設定し、UESを指定しない場合は、UES=NOに設定します。 

FACODE データベース内の全ファイル内の英数字フィールドに対するデフォルト EBCDIC–family（ス

ペース文字は X‘40’）のエンコーディングを指定します。モーダルまたはシフト DBCS タイ

プ･エンコーディングはサポートされます。固定 DBCS（DBCSのみ）タイプ･エンコーディ

ングはサポートされません。デフォルト･エンコーディング･キーは、37です。 

FWCODE データベース内の全ファイル内のワイド文字フィールドに対するデフォルト･エンコーディ

ングを指定します。デフォルト･エンコーディング･キーは、4095（例：Unicode）です。 

UACODE ASCIIユーザに対する英数字フィールドのデフォルト ASCII–family （スペース文字は X‘20’）

のエンコーディングを指定します。ダブルまたはマルチプル･バイト･エンコーディングはサ

ポートされます。デフォルト･エンコーディング･キーは、437です。  

UWCODE ワイド文字フィールドに対するユーザ･エンコーディングを指定します。指定しない場合

は、ファイル･エンコーディング FWCODEと同じエンコーディングが使用されます。 

 

FWCODEパラメータは、全ユーザ･エンコーディングのコード･ポイントのスーパーセットを定義する
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ワイド･エンコーディングを設定することができます。例えば、約 10,000 のコード･ポイントを含む

HOST-DBCSや Shift-JISに対比される約 50,000コード･ポイントを含む Unicodeがその例です。 

OP コマンドを使用してユーザ･セッションに対するユーザ･エンコーディングを指定することができ

ます。 

 

2.13.8 ADADEF：UES サポート用 MODIFY 機能 

ADADEF DEFINE に対して指定したエンコーディング･パラメータを修正可能にするために、新しい

ADADEF機能 MODIFYを定義しました。 

例： 

ADADEF MODIFY UES={YES | NO} 

既存データベースに対してユニバーサル･エンコーディング･サポートを有効または無効にするために

使用できます。UES=NO は、ワイド文字（W）フォーマット･フィールドでファイルがロードされな

い場合にのみ指定可能です。 

FACODE、FWCODE、および UWCODE 値の変更は、実際のエンコーディングが FCB 内に格納され

た後にロードされたファイルには影響しません。 

 

2.13.9 ADAFRM：次に高い未フォーマット RABN の計算（CE 3748） 

データベースの増加は、それぞれ論理（ADADBS または AOS）および物理（ADAFRM）的な増加を

必要とします。物理的増加を行うには、物理増加パラメータ FROMRABNが必要になり、GCB内で検

出可能な最後の RABNより 1つ高いものである必要があります。  

ADAFRM は、ASSO または DATA のサイズを増加するときに次に高い未フォーマット RABN を計算

するために、FROMRABN=NEXTオプションを提供するようになりました。最初に ADADBSによりデ

ータセットのサイズを論理的に増加し、ADAFRMを使用して物理的増加を行う必要があります。. 

 

2.13.10 ADAINV：UES サポート 

ADAINVの INVERT機能は、UES処理をサポートするために新しいパラメータが追加されました。  

COLDE 照合ディスクリプタの親フィールドとしてインバートされる既存の英数字またはワイド文字

フィールドを定義します。 

 

2.13.11 ADALOD：フォワード･インデックス･コンプレッション･サポート（Forward Index 

Compression Support） 

圧縮したインデックスは、より少ないインデックス･スペースしか必要とせず、Adabas ニュークリア

ス内のインデックス操作の効率を向上させます。Adabas は、ファイル単位でフォワード･インデック

ス･コンプレッションを実施します。ADALOD LOADパラメータ INDEXCOMPRESSION は、ロード

するファイルのインデックスを圧縮または非圧縮形式でロードするかどうかを指定します。 

指定しない場合は、ADALODはシーケンシャル入力ファイルからデフォルト値を取得します。入力フ

ァイルを以下で作成すると、 

� ADACMPの場合は、デフォルト値は NOです。 
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� ADAULDの場合は、アンロード時のファイルの値がデフォルトとして使用されます。 

ADALOD設定は、ファイルのリオーダ（ADAORD）により変更が可能です。 

 

2.13.12 ADALOD：ファイル･エクステント･アロケーション･プロシジャ（File Extent Allocation 

Procedure） 

ADALOD LOADの DSSIZE、NISIZE、および UISIZEパラメータについては、指定したエクステント

のサイズが最大フリー･サイズを越えた場合に、ADALODの要求を満たすために必要なファイル･エク

ステント（合計で 5まで）を実施します。 

新しい ADALOD LOADパラメータ ALLOCATIONは、位置づけ（placement）パラメータ ACRABN、

DSRABN、NIRABN、または UIRABNにしたがってファイル･エクステントのスペースの割り当てがで

きない場合に行うアクションを指定します。 

� デフォルトで（ALLOCATION=FORCE）、ユーティリティは、RABN 位置づけパラメータからの

ファイル･エクステントのスペースの割り当てが失敗した場合にエラーで終了します。 

� ALLOCATION=NOFORCE が指定され、位置づけパラメータでのスペースの割り当てに失敗する

と、ユーティリティは位置づけパラメータを無視して割り当てを再試行します。  

このパラメータは、ファイルまたはデータベースのリオーダ（ADAORD）時、ファイルまたはデータ

ベースの再生成（ADARES）、およびセーブ･データセットからのファイルのリストア（ADASAV）時

にも使用できます。 

 

2.13.13 ADALOD：ATM ニュークリアスに対して予約されたシステム･ファイル 

ATMデータベース内のファイル番号 5および 6は、Adabasトランザクション･マネージャ（ATM）ニ

ュークリアス用に予約されています。Adabasバージョン 7.1については、これらのファイル番号は変

更できません。ファイル番号は、Adabasの後続のバージョンで任意の番号が使用できるようになる予

定です。 

ATM データベース上の ATM システム･ファイルをロードするために次のパラメータを使用します

（ADARUN DTP=TM）。 

ADALOD LOAD FILE=5,SYSFILE 

ADALOD LOAD FILE=6,SYSFILE 

 

2.13.14 ADAORD：ファイル･エクステント･アロケーション･プロシジャ 

全リオーダ機能（REORASSO、REORDATA、REORDB、REORFASSO、REORFDATA、および

REORFILE）および ADAORDの STORE機能は、新しいパラメータが追加されました。  

ALLOCATIONパラメータは、位置づけパラメータ ACRABN、DSRABN、NIRABM,、または UIRABN

にしたがってファイル･エクステントのスペースの割り当てができない場合に行うアクションを指定

します。 

� デフォルトで（ALLOCATION=FORCE）、ユーティリティは、RABN 位置づけパラメータからの

ファイル･エクステントのスペースの割り当てが失敗した場合にエラーで終了します。 

� ALLOCATION=NOFORCE が指定され、位置づけパラメータでのスペースの割り当てに失敗する
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と、ユーティリティは位置づけパラメータを無視して割り当てを再試行します。  

このパラメータは、ファイルまたはデータベースのロード（ADALOD）時、ファイルまたはデータベ

ースの再生成（ADARES）、およびセーブ･データセットからのファイルのリストア（ADASAV）時に

も使用できます。 

 

2.13.15 ADAORD：フォーワード･インデックス･コンプレッション･サポート 

圧縮したインデックスは、より少ないインデックス･スペースしか必要とせず、Adabas ニュークリア

ス内のインデックス操作の効率を向上させます。Adabas は、ファイル単位でフォワード･インデック

ス･コンプレッションを実施します。ファイルをロードしているときに、ファイルのインデックス値を

圧縮するために ADALOD LOADパラメータ INDEXCOMPRESSIONが使用されます。 ADALODでの

インデックス圧縮の設定は、ファイルのリオーダ（ADAORD）により変更することができます。 

ADAORD 機能 REORASSO、 REORDB、 REORFASSO、 REORFILE、 RESTRUCTUREDB、

RESTRUCTUREF、および STOREは、新しいパラメータを持ちます。  

INDEXCOMPRESSIONパラメータは、ファイルに対するインデックスが圧縮または非圧縮形式で再構

築されるかどうかを指定します。 

INDEXCOMPRESSIONを指定しない場合に 

� DBINDEXCOMPRESSION パラメータをデータベース全体に対して指定すると、デフォルトはデ

ータベース値になります。 

� DBINDEXCOMPRESSIONも指定しないと、デフォルトはファイルの現在の圧縮形式になります。 

REORASSO、REORDB、および RESTRUCTUREDB機能も新しいパラメータを持ちます。 

DBINDEXCOMPRESSION パラメータは、ファイルのインデックスが圧縮または非圧縮形式で再構築

されてるかどうかを指定します。INDEXCOMPRESSIONパラメータが指定されていない全ファイルに

適用します。 

DBINDEXCOMPRESSIONは、各ファイルにインデックス･コンプレッションを指定する必要のないデ

ータベースの全ファイルに対する圧縮または非圧縮インデックスを構築するために使用することがで

きます。 

デ ー タ ベ ー ス 全 体 に 対 し て DBINDEXCOMPRESSION が 設 定 さ れ て い る 場 合 は 、

INDEXCOMPRESSION パラメータを使用して特定ファイルに異なる設定をすることができることに

注意をしてください。ファイル単位での設定は、データベース設定を無効にします。 

 

2.13.16 ADAREP：生成されたセーブ･テープ用のレポート（CEs 2746, 3189, 4417） 

新しいパラメータ SAVETAPE が指定されると、ADAREP は指定されたセーブ･テープからそのセー

ブ･テープの内容のレポートを印刷します。セーブ･テープは、 

� データベース･セーブ、ファイル･セーブ、またはデルタ･セーブ･テープになります。 

� オンラインまたはオフラインで作成されています。 

� ADASAVバージョン 5.1またはそれ以降を使用して作成されている必要があります。 

� DD/SAVEシーケンシャル入力ファイルとして提供される必要があります。 
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ADAREP はセーブ･データの完全なスキャンはしません。通常、そのカセット／テープの最初のリー

ルを提供するだけで十分です。 

オンライン･セーブ･テープについては、相当するプロテクション･ログがオプションで指定できます。

指定すると、プロテクション･ログは DD/PLOGシーケンシャル入力ファイル内に提供される必要があ

ります。ADAREPは FCBおよび FSTブロックの最新バージョンに対してプロテクション･ログを検索

します。 

プロテクション･ログが提供されていない、または不正なプロテクション･ログが提供されている場合

は、ADAREPは警告メッセージを表示し、処理を継続します。  

セーブ･テープ･レコードをサポートするために、ADAREPに 3つのパラメータを追加しました。 

PLOGNUM ADASAVセーブ操作間に使用するニュークリアス･プロテクション･ログの番号。パラメータ

は、提供したセーブ･テープが Adabasバージョン 5.1セーブ操作により作成された場合に必

要になります。Adabas バージョン 5.2 またはそれ以降を使用して作成したテープについて

は、セーブ･テープ上に PLOGNUM が提供されています。そのようなテープに対する

PLOGNUMの指定は、テープ上の情報を無効にします。  

SAVETAPE セーブ･テープからレポートを印刷します。セーブ･テープ･レポートの目的は、セーブ･テー

プに何が含まれているかを決定することです。 

CPLIST／CPEXLISTは SAVETAPEと一緒に指定できません。ADAREPがセーブ･テープ上

のファイル内のレコード数をカウントしないので、NOCOUNTは SAVETAPEと一緒に指定

する必要があります。CPLIST/CPEXLISTを指定または NOCOUNTが指定されていない場合

は、ADAREPは警告メッセージを表示し、内部的にこれらのオプションを変更し、処理を継

続します。  

SYN1/SYN4 相当するセーブ操作開始時の SYN1／SYN4 チェックポイントを含むブロック番号。提供し

たセーブ･テープが Adabasバージョン 5.1セーブ操作で作成されている場合にパラメータが

必要になります。ADASAVバージョン 5.2またはそれ以降を使用して作成したテープについ

ては、セーブ･テープ上に SYN1／SYN4チェックポイント情報が提供されています。そのよ

うなテープに対する SYN1/SYN4の指定は、テープ上の情報を無効にします。 

 

2.13.17 ADARES：マルチスレッド･バックアウトおよびリジェネレート 

Adabasバージョン 7.1は、オリジナルの更新環境で一度に複数コマンドがアクティブであるように見

えるマルチスレッドでの ADARES のバックアウトおよびリジェネレート機能の実行を可能にします。

これは、システム･エラー後にユーザが迅速にオンラインに戻るために、バックアウトおよびリジェネ

レートに必要な時間を最小限にします。 

複数のスレッドを使用して、ADARES BACKOUT、BACKOUT DPLOG、および REGENERATE機能

のパフォーマンスを向上させます。ADARES はプロテクション･ログ入力の読み込み、更新の分析、

異なるバッファへの格納、およびこれらのバッファを Adabas ニュークリアスへ並行に送ります。そ

の後、データベースへ更新を適用します。ニュークリアス･スレッドが I/Oを待っている間に、他のス

レッドはデータベースへプロテクション･ログの更新を継続して処理することが可能です。 

新しい ADARESパラメータ MTRは、マルチスレッドの使用を ONおよび OFFに切り替えます。デフ

ォルトで、データベースのバックアウトまたはリジェネレートおよび CONTINUE オプション付きの

FILEのバックアウトまたはリジェネレートに対しては、MTR=YESです。そうでない場合は、デフォ
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ルトは MTR=NOです。 

最高のパフォーマンスを得るために、ADARES は有効なニュークリアス･スレッドをすべてビジーに

します。それにより、パラレル･コールの最大数は、  

� データベースのバックアウト、リジェネレートまたは CONTUNUEオプション付き FILEについて

は、ニュークリアス ADARUNパラメータ NT+1、または NTより小さい場合は NC値です。  

� CONTUNUEオプションなし FILEのバックアウトまたはリジェネレートについては、ニュークリ

アス ADARUNパラメータ NT+1、または NTより小さい場合は NC値/2です。  

デフォルト値は、次の新しい ADARESパラメータを指定することで修正可能です。 

NPCALLS 

このパラメータは、Adabasニュークリアスへ送るパラレル･コールの数を制限します。 

例えば、アプリケーション･プログラムが FILE（CONTINUEオプションなし）のバックアウトまたは

リジェネレートで並行に実行されている場合には、デフォルトより小さい値が便利です。パラレル･

コール数の削減許可は、ADARESにより生じるニュークリアス作業量の削減を意味し、アプリケーシ

ョン･プログラムに対してより多くのリソースが使用できることを意味します。 

 

2.13.18 ADARES：リジェネレーション間のリード･オンリー･アクセス許可 

新しいキーワード･パラメータ PARALLELREAD は、ADARES BACKOUT,BACKOUT PLOG および

REGENERATE 機能が処理中のファイルに対して、データベース全体またはファイル単位の読み込み

アクセスを同時に行うことをできるようになります。 

当新規パラメータは、V7.1から削除された UTYPEパラメータにとって代わり、且つ、データベース

全体の一貫性を持つように拡張されました。 

更新コマンドはレスポンス･コード 22で拒否されます。AOSまたはユーティリティによる操作もレス

ポンス･コード 48で拒否されます。PARALLELREADを指定した ADARESを実行している最中は、一

時的にアソシエータとデータ･ストレージ間に不整合が生じ、それによりレスポンス･コード 113また

は 119が発生することがあります。 

  

2.13.19 ADARES：ファイル･エクステント･アロケーション･プロシジャ 

ADARESの REGENERATE機能に、次の新しいパラメータが追加されました。 

ALLOCATION 

ALLOCATION パラメータは、位置づけパラメータ ACRABN、DSRABN、NIRABN、または UIRABN

にしたがってファイル･エクステントのスペースの割り当てができない場合に行うアクションを指定

します。このパラメータは、暗黙的に実行する必要がある、ADADBS ALLOCATE のような機能の再

実行を行うことよって得られるアロケーション情報を参照します。 

� デフォルトで（ALLOCATION=FORCE）、ユーティリティは、RABN 位置づけパラメータからの

ファイル･エクステントのスペースの割り当てが失敗した場合にエラーで終了します。 

� ALLOCATION=NOFORCE が指定され、位置づけパラメータでのスペースの割り当てに失敗する

と、ユーティリティは位置づけパラメータを無視して割り当てを再試行します。  
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このパラメータは、ファイルまたはデータベースのロード時（ADALOD）、ファイルまたはデータベ

ースのリオーダ時（ADAORD）、およびセーブ･テープからのファイルのリストア時（ADASAV）に

も使用できます。 

 

2.13.20 ADASAV：ファイル･エクステント･アロケーション･プロシジャ 

ADASAVの RESTONLおよび RESTORE FILESおよび FMOVE 機能に、以下の新しいパラメータが

追加されました。 

ALLOCATION 

ALLOCATIONこのパラメータは、位置づけパラメータ ACRABN、DSRABN、NIRABN、または UIRABN

にしたがってファイル･エクステントのスペースの割り当てができない場合に行うアクションを指定

します。 

� デフォルトで（ALLOCATION=FORCE）、ユーティリティは、RABN 位置づけパラメータからの

ファイル･エクステントのスペースの割り当てが失敗した場合にエラーで終了します。 

� ALLOCATION=NOFORCE が指定され、位置づけパラメータでのスペースの割り当てに失敗する

と、ユーティリティは位置づけパラメータを無視して割り当てを再試行します。  

このパラメータは、ファイルまたはデータベースのロード時（ADALOD）、ファイルまたはデータベ

ースのリオーダ時（ADAORD）、およびファイルまたはデータベースのリジェネレート時（ADARES）

にも利用できます。 

 

2.13.21 ADASAV：パラレル･リストア処理 

ADASAVの RESTONL FMOVEおよび RESTORE FMOVE機能に、次の新しいパラメータが追加され

ました。 

DRIVES 

DRIVES パラメータは、複数のセーブ･データセット･ボリュームから並行にデータベース内のオリジ

ナル RABNとは異なる RABNへのファイルのリストアを可能にします。 

DRIVES は、パラレル･リストア処理に対して仕様されるテープ･ドライブの数です。デフォルト 1 を

含む 1～8の範囲内で可能です。 

DRIVESパラメータは、RESTPLOGを除く他の全 ADASAV機能に対しては既に使用できるようにな

っています。  

 

2.13.22 ADASEL：拡張ログ情報オプション 

オプション EXTENDEDは、ADASELの OUTPUT出力命令に追加されました。  

出力レコードのフォーマットは、LOGINFOまたは EXTENDEDパラメータが指定されたかどうかに依

存します。LOGINFOおよび EXTENDEDは、追加情報を表示するために使用します。  

どちらも指定しない場合は、標準ログ･レコードが記述されます。LOGINFOを指定すると、特定の追

加情報も記述されます。 詳細は、『Adabas ユーティリティ･マニュアル』の ADASEL：プロテクシ

ョン･データの選択の章を参照してください。 
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新しいオプション EXTENDEDを指定すると、各レコード内に次の追加情報が含まれます。 

� レコードを追加、削除、または更新したユーザの ID 

� （コミュニケーション IDから）レコードを追加、削除、または更新したユーザの端末 ID（8バイ

ト）（TPモニタユーザのみ） 

� レコードが格納されたデータ･ストレージ RABN（バイナリ） 

� レコードに対するデータ･プロテクション･ブロック番号（バイナリ） 

� 更新のタイムスタンプ（バイナリ、high–order four store–clock（STCK）バイト） 

� バックアウト･インジケータ：レコードが標準またはバックアウトの結果のいずれかのとき 

� トランザクション番号 

EXTENDEDが指定されたかどうかは、ADASELの DD/DRUCKに出力される 8バイトの USERTIDに

表示されます。 

 

2.13.23 ADAULD：アンロードした ISN の DD/ISN ファイルの作成（CE 4012） 

ADAULD UNLOAD FILEは、次のパラメータが追加されました。 

DDISN 

DDISNパラメータが指定されたときは、アンロードした ISNのリストを作成します。ISNは構築され

たシーケンシャル出力ファイル DD/ISN に記述され、アンロードしたレコードを削除するための

ADALOD UPDATE機能への入力として使用可能です。 

 

2.13.24 ADAULD：セーブ･テープからアンロードしたファイル（CEs 3817、5123） 

ADAULD UNLOAD FILEに次のパラメータが追加されました。 

SAVETAPE 

SAVETAPEパラメータは、DD/SAVEシーケンシャル入力データセットとして提供されたセーブ･テー

プから Adabasファイルをアンロードします。入力テープは、ADASAV バージョン 5.1またはそれ以

降を使用してオンラインまたはオフラインで作成されたデータベースまたはファイル･セーブ･テープ

です。これは、1 ブロックサイズのセーブ･テープからあるデータベースへファイルを移行するとき、

または他のテスト環境内のセーブ･テープからのファイルを使用するときに便利です。  

SAVETAPEを指定し、ADAULDへの入力としてオンライン･セーブ･テープが指定されると、 

� 対応するプロテクション･ログは DD/PLOGシーケンシャル入力データセットで指定します。 

� テンプ（DD/TEMPR1）データセットは、プロテクション･ログ上のデータ･ストレージ･ブロック

に対する中間ストレージとして必要になります。パラメータ TEMPSIZEおよび TEMPDEVを指定

する必要があります。 

ADASAVバージョン 5.1を使用してセーブ･テープが作成された場合は、パラメータ PLOGNUMおよ

び SYN1または SYN4を指定する必要があります。 

ADASAVバージョン 5.2またはそれ以降を使用して作成したオンライン･セーブ･テープについては、
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この情報はテープ上に含まれています。テープ情報を無効にするために、PLOGNUMまたは SYN1ま

たは SYN4を指定することができます。 

アンロードされるセーブ･テープがハイパーディスクリプタを含む場合、相当するハイパー出口をまた

は MODE=SHORTパラメータを ADARUNパラメータ内に、指定する必要があります。 
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2.14 実施済み Change／Enhancement リクエスト  

CE 説明 

2540 オンライン･リオーダおよびオンラインインバートの項を参照 

2689 EXU、EXFユーザまたはユーティリティに対するファイルのロックが可能 

2746 

3189 

4417 

ADAREP はセーブ･テープからその内容をレポートします。セーブ･テープはオンラインまたはオ

フラインのデータベース、ファイル、またはデルタ･セーブ･テープを指定することができます。

ADASAVバージョン 5.1またはそれ以降で作成されている必要があります。 

3183 次に高い ISNに対して N2コマンドが発行されたときに、アドレス･コンバータ（AC）が新しい ISN

を追加するために十分な大きさではない場合は、新しいエクステントが割り当てられます。 

3214 

4055 

5443 

5731 

継続して実行しているときに（24 X 7）、high–water marksおよびニュークリアス統計の値がクリ

アされます。数ヶ月にわたる期間で最も高い使用頻度の値は、24 時間の期間におけるピーク時の

値より少ない値になります。 

さらに、ニュークリアス統計はそのような環境内のカウンタをオーバーフローすることができ、ゼ

ロにリセットできます。あるカウンタに対してこれが発生する場合は、他の関連カウンタは有効で

はなくなることがあります。 

バージョン 7.1は、これらの問題を更新可能な high–water marksで位置付けています。 

3748 ADAFRMは、ASSOまたは DATAを増加するときに次に高い未フォーマットの RABNを計算して

値を出します。 

3817 

5123 

ADAULDは、ADASAV バージョン 5.1 またはそれ以降を使用して作成したデータベースまたはフ

ァイルのオンラインまたはオフラインのセーブ･テープからのアンロードを可能します。 

4012 ADAULD DDISNオプションは、アンロードしたレコードの削除のための ADALOD UPDATE機能

の入力として使用可能なアンロードした ISNのファイルを生成します。 

4054 スローバックの原因は、Adabasニュークリアス･シャットダウン統計および SYNS-5Bチェックポ

イントの両方にレポートされます。 

4510 レスポンス･コード 52 （レコード、バリュー、またはサーチ･バッファ･エラー） の場合、問題の

起因を特定するためにサブコードを返します。 

4884 アクティブなニュークリアスを修正するコマンドのログを DD/PRINTへ発行することができます。 

4962 コマンドは、いつニュークリアス処理状態が READ-ONLYになったかを示します。 

6425 フォワード･インデックス･コンプレッションの項を参照。 

7821 プログラム-ドリブン PLOGまたは CLOG切り替えに対する拡張サポートの項を参照。 
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2.15 デモ･ファイルへの変更 

デモ･ファイル（Employees、Vehicles、および Miscellaneous）は、2000 年日付フォーマットに応じ

るために更新されました。その結果、いくつかのフィールド長が変更されました。次の表は、デモ･

ファイルに行ったすべての変更のリストです。  

ファイル フィールド 変更 

Employees AH* NCオプションの追加。アンパックからパックへ変更。 日付フォーマットを

Natural用に変更し、P6として格納する。 

 AX 6から 8バイトへ増加、日付フォーマットは数値のまま 

 AY 6から 8バイトへ増加 

 SUPDEs B1、B2、B3 は削除されました。 

Vehicles AG 2から 4バイトへ増加 

 AJ 6から 8バイトへ増加、日付フォーマットは数値のまま 

 SUPDE AN  は削除されました。 

 SUPDE AO -22から 24バイトに増加 

 SUPDE AO=AG（1、4）、AD（1、20）は AO=AG（1、2）、AD（1、20）に変更 

Miscellaneous CE 6から 8バイトへ増加 

 CK 6から 8バイトへ増加 

 GC 8から 10バイトへ増加 

 

* フィールド AHを表示するには、次のセクションの日付変換ルーチンを使用します。 

2.15.1 日付変換ルーチン 

日付変換サンプル･ルーチン ADACVDTEは、Adabasバージョン 7.1用の Employeesファイルに対し

て実行するために作成されおり、AHフィールドをフォーマットするために使用することができます。

このルーチンはあくまでもサンプルでありこのサンプル･ルーチンに対するサポートは提供していま

せん。 

日付変換ルーチンは、以下のように変換します。 

入力 

パラメータ･リストを位置づける R1は以下を含みます。 

フィールド 内容 

1 年 0日 0からの日数を提供する 6バイトのパック番号のアドレス 

  つまり：000000730543 

または、CCYYMMDDまたは DDMMCCYY形式の 8バイト日付のアドレス 

  つまり：F1F9F9F9F0F6F2F8 または F0F6F2F8F1F9F9F9 

2 R1 の下位バイトの機能コード 

 function 

X’01’ 

R1 は、CCYYMMDD に変換されるパック番号のアドレスを含み

ます。 

 function 

X’02’ 

R1 は、 MMDDCCYY に変換されるパック番号のアドレスを含

みます。 
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 function 

X’03’ 

R1 は、パック番号に変換される CCYYMMDD のアドレスを含

みます。 

 function 

X’04’ 

R1 は、パック番号に変換される MMDDCCYY のアドレスを含

みます。 

3 8–byte answer のアドレス 

 

出力 

パラメータ 3により位置づけられたアドレスに生じる 8–byte answer 

function X’01’ 000000000730543C 

function X’02’ 000000000730543C 

function X’03’ F1F9F9F7F0F5F2F5 

function X’04’ F0F5F2F5F1F9F9F7 

 

R15のリターン･コード（ RC） 

00 エラーなし。 

04 入力機能が不正です。 

12 function X’3’または X’04’に対する日数または月数入力が不正です。 
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2.16 ドキュメンテーションの変更 

以前の Adabasバージョンの『Adabasインプリメンテーションおよびメンテナンス･マニュアル』は、

プラットフォーム別の『Adabasインストレーション･マニュアル』に別れました。 

選択可能ユニット Adabas オンライン･システムは、『Adabas オンライン･システム･マニュアル』に

ドキュメントされました。AOSセキュリティは、Adabasオンライン･システム版で利用できるように

有効になり、『Adabasセキュリティ･マニュアル』内にもドキュメントされました。 

 

2.17 Adabas 7.1 から削除した機能 
2.17.1 Adabas Star のサポート 

Adabas バージョン 7.1 は、Adabas Starに適応していません。Adabas の古いバージョンに対しての

み Adabas Starのサポートを継続します。 

注： バージョン 7.1については、AOSメイン･メニューから Adabas Star Maintenance Facilityを削

除しました。 

 

2.17.2 代替 RABN のサポート 

Adabasバージョン 7.1は、代替 RABNのサポートは停止されました。 

 

2.17.3 VSAM データセット 

Adabasバージョン 7.1では、VSAMデータセットをサポートしません。 
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2.18 Adabas から削除される機能 
2.18.1 Adabas External Security Interface （ADAESI） 

OS/390および MVS環境のみに対して有効である Adabas External Security Interface （ADAESI）は、

後続の Adabasバージョンから削除する予定です。 

Adabasバージョン 7.1から、Adabasによりサポートされる全メインフレーム･プラットフォームに対

して選択可能ユニット Adabas SAFセキュリティをサポートします。 

 

2.18.2 MVS CICS マクロ･レベル･リンク（ADALNC） 

オプションとして MVS CICS/XA 2.1 互換マクロ･レベル･リンクのサポートは、IBM がこのレベルの

CICSのサポートを停止するため、Adabasの次リリースから削除します。 

VSE 環境下においては、マクロ･レベル･リンクは VSE CICS/VS 2.1 では必須であり、また VSE 

CICS/VS 2.2 および 2.3 でも使用可能であるため（ソフトウエア・エー・ジーはこれらのレベルでの

最大のパフォーマンスを得るために、マクロ･レベル･リンクの使用をお薦めします。）、マクロ･レベ

ル･リンクのサポートを継続します。 

 

2.18.3 MVS IMS リンクルーチン（ADALNIJ） 

Adabas バージョン 7.1では、IMS用リンクルーチン ADALNI,ADALNIJ が改名されまし

た。 

 

V6.2.3以前のリンクルーチンの名前 V7.1.3でのリンクルーチンの名前 

ADALNI ADALNIJ 

ADALNI6 ADALNI 

ADALNI2 ADALNI2 

 

ADALNIJは Naturalバージョン 2.2.8以上では動作しませんので、Adabasバージョン 7.1.3では、ソ

ース･ライブラリ内の ADALNI（バッチ･3GL用）および ADALNI2（Natural用）を使用してください。 

リンクルーチン ユーザーIDを取得するロジック 

ADALNI IMSの内部テーブルからダイナミックに取得 

ADALNI2 IMSの内部テーブルからダイナミックに取得 

ADALNIJ ACB+80バイトの位置にある 8バイトから取得 

 

ADALNIJは Adabasの次リリースから削除します。 

 

2.18.4 MSP 用 CSA 版 ADASVCCS、ADAMPMCS 

Adabas バージョン 7.1 より、MSP における空間間コミュニケーションはクロスメモリサービスを標

準で使用します。ロードライブラリ内の ADASVC はクロスメモリ版となります。と ADAMPM は

ZAP:AF712MPMを適用することによりクロスメモリ版 SVCと CSA版 SVCの両方を使用するとが出
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来ます。となり、ADASVCCS、ADAMPMCSが従来タイプの CSA版となります。 

CSA 版のインターフェース ADASVCCS、ADAMPMCS は、後続の Adabas バージョンから削除する

予定です。 

 

2.18.5 MSP、XSP、VOS3 共用オンライン・リンクルーチン 

Adabasバージョン 7.1より、MSPの AIM、XSPの AIMと VOS3の DCCM3共用のリンクルーチン：

ADALNJを標準で使用します。ソースライブラリ内に提供されている ADALNJを使用してください。 

従来の ADALNA、ADALNDは、後続の Adabasバージョンから削除する予定です。 

 

2.18.6 ダンプにおける考慮 

OS/390 または MVS/ESA 

ダンプから取得する情報のタイプおよび量はシステム･プログラマにより制御でき

ます。ソフトウエア・エー・ジーは、問題分析および解決のために、最低でも以下

の情報を必要とします。 

 

OS/390 の IEADMP00 に対するステートメント/パラメータ 

 

1.（システム･データ）SDATA=(オプション,...) 

SUM （ダンプ･タイトル;エラー時の ABEND コードおよび PSW;PSW がアク

ティブなロード･モジュールを指示している場合、そのロード･モジ

ュール名とアドレス、エラー時に指し示しているオフセットおよび

ロードモジュールの内容;異常終了したタスクに関係するコントロ

ール･ブロック;回復終了コントロール･ブロック;セーブ･アドレス;

エラー時のレジスター;レジスタと PSW が指し示しているアドレス

の前後 1K のストレージの内容;ダンプ･アドレス空間に対するシス

テム･トレース･テーブル･エントリ） 

PCDATA ダンプしたタスクのプログラム･コール情報 

LSQA アドレス･スペースのローカル･システム･キューエリア 

CB 異常終了したタスクに関係するコントロール･ブロック 

ENQ タスクの大域資源逐次化のコントロール･ブロック 

TRT システム･トレース･テーブルと、利用可能であるなら GTF トレース 

DM タスクのデータ管理コントロール･ブロック（DEB,DCB,IOB） 

IO タスクの IOSコントロール･ブロック（UCB,EXCPD） 

ERR タスクのエラー回復終了コントロール･ブロック（RTM2WA,SDWA から

のレジスタ,SCB,EED） 

 

2. (問題データ) PDATA=(オプション,...) 

PSW ABEND 時の PSW 

REGS ABEND 時の汎用レジスタの内容 

SA セーブ･エリアのリンケージ情報およびセーブ･エリアのバックワ

ード･トレース 

JPA モジュールの名前およびその内容を含む、落ちたタスクに関係する

ジョブ･パック･エリア 

LPA モジュールの名前およびその内容とアクティブな SVCを含む、落ち

たタスクに関係する LPA 

SPLS 落ちたタスクに関係するユーザ･ストレージ･サブプール（0-127,251



2 新機能および拡張 

2-44 

および 252） 

SUBTASKS そのサブ･タスクに影響するように設計されたタスクに対して要求

された問題データ（PDATA）オプション 

もしトリガーおよびストアド･プロシージャやAdabas Reviewのよう

なサブ･タスクと共に Adabas を稼動している場合、このオプション

は必要です 

 

 

2.19 Adabas のバージョン間の変換 

新しいユーティリティ ADACNVは、バージョン 5.2（つまり 5.2.6またはそれ以降）、5.3、6.1、6.2

および 7.1を含む Adabas間で移行するときにオペレーティング･システム依存および固有データベー

ス･システム･ストラクチャの両方に必要なすべての変換を実行するために利用できます。 

Adabasバージョン 7.1へまたはバージョン 7.1からデータベースを変換するために ADACNV ユーテ

ィリティを使用する必要があります。詳細は、『Adabas ユーティリティ･マニュアル』を参照してく

ださい。  
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2.20 旧バージョンとバージョン 7.1 の互換 

Adabasの出力用 順編成データセットを SYSOUTに指定することが出来るようになりました。 

旧バージョンでエラーあるいは、無視されていた SYSOUT への出力は有効となります。よって JCL

上での順編成データセットの指定が正しい事を確認してください。 

SIBAおよび LOGデータセット等を SYSOUTに出力した場合は、後続のリカバリ処理等には使用する

ことはできません。また、最大出力制限行数を超えることによる弊害もありますので、セッション中

のプロテクション・ログを使用する可能性がある場合（リカバリ処理など）は、DD/SIBAに SYSOUT

を指定しないようにして下さい。 

 

2.20.1 セーブ･データセット 

一般的に、データベースまたはファイルのリストアは、セーブ･データセットを作成するときに使用し

た Adabasのリリースと同じリリースでのみ可能です。 

 

データベースのリストア 

Adabas 7.1では、Adabas 7.1で作成したセーブ･データセットからのみ、データベースをリストアす

ることができます。 

 

ファイルのリストア 

ファイルのリストアに対して以下のことが可能です。 

� Adabas 7.1で FILEまたは FMOVEパラメータ付きの RESTOREまたは RESTONLを使用して、

Adabas 6.2、6.1、5.3、5.2、または 5.1で作成したセーブ･データセットからファイルをリストア

します。 

� Adabas 6.2で、Adabas 7.1で作成したセーブ･データセットからファイルをリストアします。 

Adabas 5.3.3より古いバージョンを使用している場合は、リストアはできません。 

 

V5から V7.1へファイルをリストアするときの考慮 

� RESTORE FILE機能は、ノーマル･インデックスまたはアッパー･インデックスに対して提供され

る未使用RABNチェインを破棄します。これらチェインの全ブロックを“unreachable index blocks”

にし、ADAICK ICHECK機能により WARNING-163としてレポートされます。これらのブロック

は、ADAORD REORFASSOまたは他のリオーダ機能によってリオーダされるまで再使用できませ

ん。 RESTORE FMOVE機能は未使用 RABNチェインを破棄しませんが、それらをバージョン 6

およびそれ以降のストラクチャへ変換します。 

� データベースがデータ･ストレージおよびワークに対して異なるデバイス･タイプを持っている場

合、データ･ストレージ･ブロックサイズがワーク･ブロックサイズより大きいときにリストアがで

きないことがあります。ワーク･ブロックサイズにより許可された長さをファイルの最大圧縮レコ

ード長が超えてしまうので、ADASAVはリストアを拒否します。これは、バージョン 6 およびそ

れ以降のプロテクション･レコード･ヘッダの長さが増加したためです。この場合にファイルをリ

ストアするには、新しいワーク･デバイス･タイプを ADADEF NEWWORK機能を使用してインス
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トールする必要があります。  

 

2.20.2 アンロード・データセット 

� バージョン 7.1を使用して、Adabas 6.2、6.1、5.3、5.2、または 5.1の ADAULDまたは ADACMP

により作成されたアンロード･データセットを入力として使用し、ファイルをロードすることがで

きます。 

� バージョン 6.2、6.1、5.3.4、または 5.3.3を使用して、Adabasバージョン 7.1で作成されたアン

ロード･データセットを入力として使用し、ファイルをロードすることができます。Adabas バー

ジョン 5.3.3より古いバージョンを使用している場合は、そのファイルをロードすることはできま

せん。 

ADALODを使用してバージョン 7.1アンロード（ADACMPでコンプレスした）データセットをバージ

ョン 5.3 データベースへロードするときに、VERSION=6 パラメータ（バージョン 5 は VERSION=7

を認識しません）で入力データ･フォーマットを指定します。このパラメータのデフォルト値は 5です。 

 

2.20.3 ADAORD DD/FILEA データセット 

以下の条件で RESTRUCTUREが実行可能です。 

� バージョン 6.2、6.1、5.3、5.2、または 5.1配下の RESTRUCTUREで作成したデータセットを用

いて、バージョン 7.1での STORE 

� バージョン 7.1配下の RESTRUCTUREで作成したデータセットを用いて、バージョン 6.2または

6.1での STORE 

バージョン 7.1 配下の RESTRUCTURE で作成したデータセットを用いてバージョン 5 での STORE

は実行できません。 

 

2.20.4 シーケンシャル PLOG 

バージョン 7.1配下の REGENERATE または BACKOUTに対して使用するシーケンシャル･プロテク

ション･ログ（PLOG）は、バージョン 7.1を使用して作成されている必要があります。 

バージョン 6で作成した PLOGをバージョン 7機能の使用に関連した制限をテストする目的で使うこ

とはできますが、ソフトウエア･エー･ジーはバージョン 6を使用して作成した PLOGの使用をサポー

トしません。例えば、ユニバーサル･エンコーディング･サポートはアクティブにできません。つまり、

UES=NOを設定する必要があります。 

バージョン 7.1 配下の REGENERATE または BACKOUT内で、バージョン 5 で作成した PLOG を使

用することはできません。 

バージョン 7.1 の ADASELユーティリティのみ、バージョン 6.2、6.1、5.3、5.2、または 5.1 からの

PLOGの読み込みおよび処理が可能です。 
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2.20.5 コミュニケーション･モジュール 

コミュニケーション･モジュールは、ADALNK、ADAMPM、ADASIP、ADASIR、および Adabas ルー

タ／SVCを含みます。Adabas Support for Multiprocessingにおいては、次の表にある ADASMPモジ

ュールおよびそれに関連する SMPSVCも含まれます。 

ソフトウエア･エー･ジーは、バージョン 7 Adabas SVCおよび APIリンク･ルーチンのインストールを

お薦めします。 

XSP配下を除き、バージョン 6.2の Adabas SVCを Adabasバージョン 7.1と使用することはできま

すが、バージョン 7の新機能を使用することはできません。特に、次のいずれかを使用したい場合は、

バージョン 7.1Adabas SVC／ルータが必要です。 

� 2フェーズ･コミット 

� Adabas Fastpath 

� Adabas Support for Multiprocessing 

� ハブ･モードでの Adabas Review 

Adabas 7.1 SVC／ルータは、Adabas 6.2との下位互換があります。 

ソフトウエア･エー･ジーは、全プラットフォーム上の ADASIP/ADASIRおよび SVC/ルータに同じリリ

ースを使用することを推奨します。 

XSPでは Adabas 7.1は、Adabas 6.2 SVC／ルータとの下位互換がありません。必ず起動するデータ

ベースと同じバージョンの Adabas 7.1 SVC／ルータを使用してください。 

警告: 

これらの互換性の制限に従わない場合、それによりコミュニケーション･モジュールのプログラム異常

終了を引き起こす可能性があります。さらに、その環境の完全な再初期化が必要になる場合もありま

す。 

バージョン 7 の新しい機能を必要としない場合、下記の表に従い、バージョン 6.2 と互換性のあるモ

ジュールであるか否かを確認する必要があります。 

OS/390 およびおよびおよびおよび MVS/ESA: 
 

バージョン 7 バージョン 6.2 

 ADASIP/SIR ADASVC ADAMPM ADALNK ADAIOR ADANUC 

ADASIP/SIR  - 0 0 0 0 

ADASVC -  + + + + 

SMPSVC -  - - - - 

ADAMPM 0 +  + 0 + 

ADALNK 0 + +  + + 

ADAIOR 0 + 0 +  + 

ADANUC 0 + + + +  

ADASMP - - - + + - 

MSP: 
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バージョン 7 バージョン 6.2 

 ADASIP/SIR ADASVC ADAMPM ADALNK ADAIOR ADANUC 

ADASIP/SIR  - 0 0 0 0 

ADASVC -  -(+*2) + + + 

SMPSVC -  - - - - 

ADAMPM 0 - (+*1)  + 0 + 

ADALNK 0 + +  + + 

ADAIOR 0 + 0 +  + 

ADANUC 0 + + + +  

ADASMP - - - + + - 

ADASVCCS +  + + + + 

ADAMPMCS 0 +  + 0 + 

*1 V71ののののADAMPMににににZAP:AF712MPMをををを適用適用適用適用したしたしたした場合場合場合場合。。。。 

*2 V62ののののADAMPMににににZAP:AFCSAMPMをををを適用適用適用適用したしたしたした場合場合場合場合。。。。 

VOS3: 
 

バージョン 7 バージョン 6.2 

 ADASIP/SIR ADASVC ADAMPM ADALNK ADAIOR ADANUC 

ADASIP/SIR  - 0 0 0 0 

ADASVC -  + + + + 

SMPSVC -  - - - - 

ADAMPM 0 +  + 0 + 

ADALNK 0 + +  + + 

ADAIOR 0 + 0 +  + 

ADANUC 0 + + + +  

ADASMP - - - + + - 

XSP: 
 

バージョン 7 バージョン 6.2 

 ADASIR ADASVC ADAMPM ADALNK ADAIOR ADANUC 

ADASIR  - 0 0 0 0 

ADASVC -  + + + + 

ADAMPM 0 +  + 0 + 

ADALNK 0 + +  + + 

ADAIOR 0 + 0 +  + 

ADANUC 0 - + + +  
 

‘+’：互換性あり 

‘-‘：互換性なし 

‘0’：関係なし 
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2.21 修正の適用 （ZAP） 
2.21.1 新 ZAP フォーマット 

バージョン 7.1から、Adabas ZAP番号は 7バイトではなく 8バイトになりました（7バイト ZAP番

号に必要なサイトの場合は 2-51 ページ参照）。追加したバイトは製品のバージョン･レベルを示しま

す。Adabasおよび関連した ZAP番号の 8バイト･フォーマットは、以下のとおりです。  

Axvrsnnn 

x ZAPによる影響を受けるコンポーネントを識別します。 

A Adabas Online System（AOS） 

C VM/ESA依存 

D VSE/ESA依存 

E Adabas External Security Interface （ADAESI） 

F FACOM MSP依存 

H Adabas ESAオプション（ADACSHおよび ADASMP） 

       MSPおよび VOS3ではこの’H’の次に必ず’F’および’H’が続きます。 

       例）  MSP   MSP：AHF71002，  VOS3    VOS3：AHH712001 

I オペレーティング･システム特有 

L Adabas Delta Save Facility 

N Adabasニュークリアス 

O OS/390または MVS/ESA依存 

P Adaplex+ 

R UTM 

S アプリケーション･サブシステム 

T Adabasトランザクション･マネージャ 

U Adabasユーティリティ 

X     8     FACOM XSP依存 

1     HITAC VOS1依存 

3     HITAC VOS3依存 

v Adabasのバージョンを示します。例：“7”はバージョン 7を示します。  

Adabas ESAオプション（ADACSHおよび ADASMP）の MSPおよび VOS3ではそれぞれ F,M

となります。 

r Adabasのリビジョン･レベルを示します。例：“1”はバージョン 7.1を示します。  

Adabas ESAオプション（ADACSHおよび ADASMP）の MSPおよび VOS3ではバージョンを

示します。 

s Adabasの SMレベルを示します。例：“1”はバージョン 7.1.1を示します。 

Adabas ESAオプション（ADACSHおよび ADASMP）の MSPおよび VOS3ではリビジョン･レ

ベルを示します。 

Nnn バージョンに対する ZAPをユニークに識別する 001から 999までの番号です。 

 

バージョン 7.1.1への修正に対して予約された ZAP番号の範囲は、Ax711001-Ax711999です。 

ZAP番号で識別された SMレベルに対して作成された ZAPのみ、その SMに適用することができます。
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これは、次のことを意味します。 

� 上位 SM用に作成された ZAPは適用できません。 

� 下位 SM用に作成された ZAPは適用できません。 

ソフトウエア･エー･ジーは、各サポート SMレベル用に独自の番号で相当する ZAPを提供します。 

ソフトウエア･エー･ジーのWEBベースのエレクトリック･サービスは、さまざまな Adabasサポート･

システムに対してダウンロード／エクスポート可能な ZAPおよび現在の情報を提供します。 

 

2.21.2 7 バイト ZAP 番号が必要なサイトについて 

いくつかの状況内で、7バイト ZAP番号が優先または必要になります。例えば、 

� MSHP CORRECTステートメントは 7バイト（2英字および 5数値）のみ受け付けます。  

� SMP／E機能を使用するいくつかのサイトでは、7バイト ZAP番号のみ受け付けます。 

� third–partyまたはカスタマ問題／変更管理システムは、7バイト ZAP番号のみ受け付けます。 

これらの場合は、ソフトウエア･エー･ジーはバージョン･バイトの省略を推奨します。  

VSE/ESAに対して、これは Adabasの各バージョンに対して新規の ZAPヒストリ･ファイルを作成す

る必要があることを意味します。VSE/ESA 内の複数のヒストリ･ファイルの保守については、

『Adabasインストレーション･マニュアル』を参照してください。 

 

2.22 Adabas の Natural コンポーネントに対する更新 
2.22.1 現在の INPL の構成 

Adabasバージョン 7.1では、幾つかのプロダクトおよびサブ･プロダクトの Naturalコンポーネントを

統合しました。以下の INPLライブラリは現在、Adabas関連プロダクトに対して配布されています。 

 

1．INPL ライブラリは以下のコンポーネントを含む基本の Adabas 関連プロダクトに配布されていま

す。 

AAF Adabas SAFセキュリティ 

ADE Adabasデルタ･セーブ 

ADV Adabasオンライン･システム(AOS)デモ･バージョン(AOSの機能を制限したもの) 

AEO Adabas ESAオプション (Support for Multiprocessing and Dynamic Caching) 

AFP Adabas Fastpath 

2．もう 1つの INPLライブラリは、Adabasオンライン･システム（AOS）と Adabas トリガーおよび

ストアド･プロシージャ･コンポーネント用の Naturalのモジュールを含んだ AOSと共に配布されてい

ます。 

3 別の INPLライブラリは Adabas Statistics Facility（ASF）と Adabasトランザクション･マネージャ

（ATM）に対して配布されています。 
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2.23 旧バージョンとバージョン 7.1 の順編成ファイルの非互換 

Adabasの出力用 順編成ファイルを SYSOUTに指定することが出来るようになりました。 

旧バージョンでエラーあるいは、無視されていた SYSOUT への出力は有効となります。よって JCL

上での順編成ファイルの指定が正しい事を確認してください。 

SIBAおよび LOG等を SYSOUTに出力した場合は、後続のリカバリ処理等には使用することはできま

せん。また、最大出力制限行数を超えることによる弊害もありますので、セッション中のプロテクシ

ョン・ログを使用する可能性がある場合（リカバリ処理など）は、DD/SIBA に SYSOUT を指定しな

いようにして下さい。 

 

2.24 ADARUN の AMODE の変更 

Adabas V7.1から、ADARUNの AMODEは AMODE=31に変更されました。 

そのため、ニュークリアス、ユーティリティおよびユーザ出口は AMODE=31 で動作することが前提

となります。また MODE=SINGLEで使用するユーザ・アプリケーションも AMODE=31で動作させる

必要があります。 
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3333 Adabas Delta Save FacilityAdabas Delta Save FacilityAdabas Delta Save FacilityAdabas Delta Save Facility バージョンバージョンバージョンバージョン 7.17.17.17.1 リリースリリースリリースリリース････ノートノートノートノート    
Adabas Delta Save Facilityのバージョン番号は、リリースされた Adabasバージョンに対応するよう

に変更されました。 

 

3.1 新機能 

Adabas Delta Save Facilityバージョン 7.1は、以下の新機能を含みます。 

� Delta Saveロギング（DLOG）エリアがオーバーフローしたときの、デルタ･セーブ･ジョブの自動

サブミッション 

� シーケンシャル･ファイルへの Delta Saveイメージ（DSIM）データセットのアンロード 

� マージ･オペレーション内のセーブ･データセット･コンカチネーションの認識および拒否 

� 1～8のデルタ･セーブ・テープおよびオプションで DSIMデータセットと一緒にフル･セーブ･テー

プをアンロードするための ADAULD UNLOAD SAVETAPE機能 

3.1.1 デルタ･セーブ･ジョブの自動サブミッション 

デルタ･セーブ･ジョブの自動サブミッションは、標準スケジュールの外でフル･セーブの実行が必要な

Delta Saveロギング（DLOG）エリアのオーバーフローを回避することで DBAの負担を減らします。

Delta Save Facilityは、オペレータ･コンソールに DLOGエリアと同じ警告メッセージを出力します。

これらのメッセージは、他のジョブからの無関係なたくさんのメッセージをコンソール画面からスク

ロールさせることで容易に監視できます。そのようなメッセージが高輝度表示またはオペレータ画面

上に固定されている場合は、オペレータはメッセージを検出し、DLOGエリアがオーバー･フローする

前にオンラインのセーブ･デルタ･ジョブをサブミットすることで適切に対応する必要があります。 

Delta Save Facilityは、DLOGがしきい値（全エリアのパーセンテージ（1-99）で指定）を超えたとき

に自動で必要なジョブのサブミットを行うユーザ出口を提供します。このユーザー出口は ADARUN

パラメータ DSFEX1で指定します。オペレータの仲介は必要ありません。ジョブは DLOGエリアをリ

セットし、別のサイクルを開始します。 

3.1.2 DSIM デーセットのアンロード 

DSIM データセットに関係するオンラインのフルまたはデルタ･セーブ･データセットの指定および処

理をせずに、DSIMデータセットの内容をシーケンシャル･デルタ･セーブ･データセットへ移行（つま

り、DSIMデータセットのアンロード）することができるようになりました。アンロードした DSIMデ

ータセットは、後で MERGEまたは RESTORE DELTAオペレーションに対して使用することができ

ます。 

アンロードは、次に行うオンライン･セーブに対して DSIMデータセットを解放します。DSIMデータ

セットの MERGEとは異なり、このアンロードは、関連するオンライン･セーブ･データセット（フル･

セーブの場合、非常に大きくなることがある）が作成された直後に再度フル･セーブを行う処理を必要

としません。 

MERGEまたは RESTORE DELTAオペレーションへの入力として、複数のオンライン･セーブが使用

可能になりました。フル･セーブ入力がオンライン･セーブのときに RESTORE DELTA で複数ドライ

ブを使用することも可能になりました。 

注： 1より大きい DRIVESの指定は、RESTORE DELTA FILE/FMOVE/GCBオペレーションに対し
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てまだ使用できません。 

3.1.3 MERGE オペレーション中のセーブ･データセット･コンカチネーションの検出 

MERGEオペレーションに対して、デルタ･セーブ･データセットは他のフルまたはセーブ･データセッ

トをコンカチネートできないことがあります。MERGE オペレーションは、論理順に並んでいる他の

全てのデータセットの最後にコンカチネートしたデータセットを検出するようになりました。そのよ

うなデータセットが削除されると、エラー･メッセージと共に ADASAV MERGEは終了します。 

以前の MERGE機能では、そのようなコンカチネートしたデータセットを無視しました。その後マー

ジしたセーブ･データセットがコンカチネートしたデータセットに含まれるデータベース変更を含ま

なかったことを明示していたただけでした。 

注： すべての入力セーブ･データセットを最後まで読み込まずに完了した可能性があるMERGE機能

の場合は、誤ってコンカチネートされた入力セーブ･データセットが検出されずに無視されてい

る場合があります。 

3.1.4 ADAULD セーブ･テープ処理 

ADAULD SAVETAPE機能は、1～8のデルタ･セーブ･テープおよびオプションで DSIMデータセット

と一緒にフル･セーブ･データセットからファイルをアンロードするために使用します。1 ブロックサ

イズのセーブ･テープから別のデータベースへファイルを移動するとき、またはテスト環境内で作成さ

れたセーブ･テープからファイルを使用するときに便利な機能です。 

テープは、Delta Save Facilityを使用して作成されている必要があります。 

フル･セーブは DD/FULLシーケンシャル入力ファイル、デルタ･セーブは DD/DEL1-8シーケンシャル

入力ファイルとして指定されます。指定したデルタ･セーブ･テープがオンライン･テープであり、また

対応するアンロード済みの DSIMデータセットの提供がない場合は、DD/DSIMR1を指定する必要があ

ります。 

デルタ･セーブ･テープが提供される場合は、ADASAV MERGE機能から既に分かっている PATTERN

パラメータを指定することができまます。また、ADAUNLD 実行に対して、ADARUN パラメータ

DSF=YESを指定する必要があります。 

 

3.2 拡張機能 

CE 説明 

3817 

5123 

ADAULDは、フル･セーブ･テープ、1-8デルタ･セーブ･テープ、およびオプションでオンライン

または Delta Save Facilityを使用して作成した DSIMデータセットからアンロードできるように

なりました。 

 
 



4 Adabas オンライン・システム バージョン 7.1.3 リリース・ノート 

4-1 

4444 AdabasAdabasAdabasAdabasオンラインオンラインオンラインオンライン････システムシステムシステムシステム    バージョンバージョンバージョンバージョン7.1.37.1.37.1.37.1.3リリースリリースリリースリリース････ノートノートノートノート    
4.1 バージョン 7.1.3 に対する変更 
4.1.1 ファイル･メンテナンス:Modify File Parameters 

Modify File Parameters画面で ISN Reuseおよび DS Reuseに対して RESETオプションが追加され

ました。 

ISN Reuse および DS Reuse は、ファイルに新しいレコードを追加する時に削除されたレコードの

ISN およびデータ･ストレージのブロックを再使用するかどうかを決定します。同じ機能のダイレク

ト･コマンドは以下のようになっています。 

REUSE ISNS file–number 

REUSE DS file–number 

 

この 2つのオプションのいずれかをオンにすると、ファイルの先頭から未使用 ISNおよび（または）

データ･ストレージの検索を行うために、RESETオプションもオンになります。 

 

4.2 バージョン 7に対する変更 

Adabasバージョン 7の機能をサポートするために、Adabas Onine System／Basic Servicesに以下の

変更を行いました。 

 

4.2.1 全般 

ヘルプ･テキストおよびダイレクト･コマンド機能を更新しました。 

 

4.2.2 メイン･メニュー 

オプション O（Session Opercoms）を追加しました。これはセッション･モニタと Adabas バージョ

ン 7の新機能から移行したいくつかの機能を含んでいます。  

アド･オン･プロダクトのリストを改訂しました。Adabasバージョン 7では使えない Adabas Starを削

除しました。 

 

4.2.3 セッション･モニタ 

新規パラメータおよび機能を追加しました。ユーザ･キュー･エレメントを表示するプログラムを変更

しました。表示自体は変更ありません。ADADBS REFRESHSTAT を反映する機能をニュークリアス

統計のリフレッシュのために追加しました。メンテナンス・レベル情報を表示する新機能を追加しま

した。 

 

4.2.4 チェックポイント･メンテナンス 

オンライン･ユーティリティにより使用されるチェックポイントが表示されるようになりました。 
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4.2.5 ファイル・メンテナンス 

“delete file”機能をデータベース･メンテナンスからファイル･メンテナンスに移動しました。ユニバー

サル・エンコーディング･サポート（UES）に対するパラメータを “define new file”および“modify file 

parameters”機能に追加しました。FDT 機能の定義および修正のために、ワイド文字フォーマット･フ

ィールドに対するオンライン･インバート･ユーティリティを追加しました。SDT機能の定義および修

正に照合ディスクリプタ（COLDE）を追加しました。オンライン･リオーダ機能を追加しました。拡

張ファイルのメンテナンスにパスワード保護を追加しました。 

 

4.2.6 Session Opercoms 

サブメニューとして、エラー制御およびメッセージ･バッファリング機能を追加しました。オンライン･

ユーティリティ（インバートおよびリオーダ）メンテナンスおよび TCP/IP に対するサポートを追加

しました。 

 

4.2.7 データベース･レポート 

UESコードをファイル･レイアウトおよびデータベース･レイアウト全般の表示に追加しました。稼働

中のオンライン･ユーティリティに関するメッセージをファイル･レイアウトに追加しました。ワイド･

フィールド、ロング･アルファ･フィールド、および照合ディスクリプタのサポートを FDTおよび SDT

の表示に追加しました。 

 

4.3 AOS セキュリティ 

Natural Securityとともに Adabas オンライン・システムを使用する場合は、次のアップデートが必要

です。 

� Natural Securityバージョン 2.2.8：NE22881 

� Natural Securityバージョン 2.3.2、2.3.3、および 2.3.4：NE23405 
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付録付録付録付録 1111        ：：：：AFPLOOKAFPLOOKAFPLOOKAFPLOOK ユーティリティユーティリティユーティリティユーティリティ    
この付録では、ADAAFP の一部として Adabas リリース･テープ上に配布されている AFPLOOK ユー

ティリティを説明します。これにより、Fastpath の導入を決定する前に、全ての Adabas カスタマが

Fastpathの機能の一部を使用することができます。 

この形式で、AFPLOOK は全てのデータベース・セッションをサンプル･リンクし、ADAEND 時に結

果を出力します。サンプラは、SYSAFPを使用してオンラインで制御および参照をすることができま

す。AFPLOOKおよび他の全システム･コンポーネント（リンク、モジュール、ルータ等）を実行させ

る Adabasデータベースは、Adabasバージョン 7.1.3またはそれ以降のバージョンである必要があり

ます。データベースは、ADARUN FASTPATH=YESパラメータで実行する必要があります。 

概要 

Fastpathを最適に操作するには、DBAがファイル･オプティマイゼーション･エントリを提供する必要

があります。これらのエントリは、最適化すべきファイル、コマンド、およびディスクリプタを Fatspath

に通知します。これらの値の正確さは、データベースおよびその操作環境に対する知識のレベルに依

存します。  

Adabas Fastpathコマンド分析サンプラ（AFPLOOK）は、Fastpathの適格性を示すコマンド構成をレ

ポートすることにより、Fastpathから期待される最良の結果を決定します。この情報で、DBAはファ

イル･オプティマイゼーション･パラメータを作成することができます。 

AFPLOOK は、以下の値を制限することにより、コマンド解析中に使用されるメモリ量を制御する、

ある操作上のデフォルトで設定されます。 

� サンプルにされるファイルの最大数 

� 同時に実行できるユーザの数 

AFPLOOK は最大値の情報をレポートしている間に任意のパラメータを超えると、そのパラメータ超

過を無視します。この方法で、AFPLOOK は Fastpath オプティマイゼーション･パラメータを決定す

るために、データベース･コマンドの作業量の一般的なサンプル値を監査します。デフォルトは、使用

環境に応じて修正することができます。 

 

AFPLOOK の実行方法 

ユーティリティ AFPLOOKは ADAAFPに含まれており、以下のパラメータで呼び出されます。 

ADARUN FASTPATH=YES 
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AFPLOOK パラメータ 

このセクションでは、次のために使用される AFPLOOKパラメータを説明します。 

� サンプルの境界の定義 

� 必要なメモリ量の制限 

Maximum Files（ファイルの最大数） 

サンプルされるファイルの最大数です。 

分析テーブルに最大数のファイルが置かれると、追加ファイルは一切サンプルされません。ただし、

DBAが後続の実行に対してパラメータを増加するかどうかを決定するために、追加を行おうとしたフ

ァイルはコマンド･カウント内に表示されます。 

デフォルト：64 

Command／Descriptors per File（ファイルごとのコマンド／ディスクリプタ数） 

ファイルごとのコマンド／ディスクリプタ･エントリの最大数です。 

Maximum Files（ファイルの最大数）パラメータとの組み合わせで、このパラメータは使用されるメモ

リの量を制限します。ファイルに対する最大エントリに達すると、最後のエントリは、汎用アキュム

レータ内に変換されます。Adabasコマンド･タイプ L1、L2、S8および S9に対して、1エントリが必

要であることに注意をしてください。 

デフォルト：32 

Maximum Concurrent Users（最大同時発生ユーザ数） 

同時に使用できるユーザのテーブル対する最大サイズです。 

一度に全ユーザ領域が使用された場合、新規リクエストは最も古くに使用されたユーザ領域を解放す

ることで受け付けられます。この再使用の発生数は、サマリ内に記録され出力されます。サンプルに

再使用率の高いものが含まれている場合は、パラメータを調整する必要があります。 

デフォルト：100 

Maximum CIDs per User（ユーザごとの最大 CID） 

処理される各ユーザに対してサンプルされる同時に使用できる Adabas コマンド ID（CID）の最大値

です。 

Maximum Concurrent Users（最大同時発生ユーザ数）パラメータとの組み合わせで、このパラメータ

は使用されるメモリ量を制限します。この最大値を超過するコマンド IDで識別されるに対するコマン

ドは、無視され拒否されたとして報告されます。サンプルに拒否率の高いものが含まれている場合は、

パラメータを調整する必要があります。 

デフォルト：10 

Maximum Commands Processed（最大処理コマンド数） 

サンプルされるコマンドの最大数です。 

デフォルト：無制限 

Job Name（ジョブ名） 

特定ジョブ対するにサンプルを制限するために使用します。 

デフォルト：なし 
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Selected Files（ファイルの選択） 

特定ファイルに対するサンプルを制限するために使用します。  

ファイルの最大数がオーバーフローしたとき、またはファイル･アクティビティが認識されており詳細

な解析が必要なときに、このオプションは便利です。 

デフォルト：全ファイル 

Number of Lines per Page（ページごとの行数） 

レポートに使用されるページごとの行数です。 

デフォル：55 

Customer Heading（カスタマ・ヘッダ） 

レポートのサブヘッダを 30文字追加するために使用します。 

このサブヘッダは、例えば会社内の異なるデータベースまたは部門からのレポートにラベルをつけた

りすることができます。 

デフォルト：なし 

On/Off Switch（サンプルの切り替え） 

サンプルを ONまたは OFFに切り替えます。  

この機能は、継続してデータベースを使用するサイトに対して非常に有効です。詳細は、ソフトウエ

ア･エー･ジーにお問い合わせください。 

デフォルト：On 
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パラメータ・デフォルトの無視 

パラメータ・デフォルトを無視するために、AFPLOOKに次のような ZAPを適用します。 

NAME ADAAFP AFPPCLK 

VER 005C 0040     Maximum files 

VER 005E 0020     Commands/descriptors per 

file 

VER 0060 0064     Maximum concurrent users 

VER 0062 000A     CIDs per user             

VER 0064 7FFFFFFF    Maximum commands  

VER 0068 4040404040404040  Job name 

VER 0070 0037     Lines per page 

VER 0072 4040404040404040  Customer subheading （30 chars.） 

VER 0090 FF       On/off switch （ON） 

VER 0091 0000000000000000  Selected files （2–byte hex） 

REP 005C 0040 

REP 005E 0020 

REP 0060 0064 

REP 0062 000A 

REP 0064 7FFFFFFF 

REP 0068 4040404040404040 

REP 0070 0037 

REP 0072 4040404040404040 

REP 0090 FF 

REP 0091 000700FE8FFF    Select files 7 254 2303 

 

AFPLOOK サンプル･ファイル・レポート 

カラム･ヘッダ 説明 

FNR Adabasファイル番号 

CC Adabasコマンド･コード 

DESC コマンドに対するプライマリ･ディスクリプタ 

DIRECT ACC 最適化可能なダイレクト･アクセス･コマンドの最大数 

RC 最適化可能な RCコマンドの最大数 

SEQUENTIAL 最適化可能なシーケンス･コマンドの最大数 

SEQUENCES シーケンシャル･コマンドを引き起こすシーケンスの数 

最適化に対するシーケンス･ファクタは、SEQUENTIAL とこの SEQUENCES の 2 つの値

から計算することができます。 

 
図の右端の数字は、すべてのサンプルしたファイル･コマンドに関連した割合とともに、ファイルに対

してサンプルされた全コマンドを表します。大きなレポート上では、これらの数字を見れば DBAはど

のファイルを注意して見ていればよいのか分かります。 

ファイルに対して無視されたコマンドは、無視された理由とともにリストされます。 

図の最後の行は最適化可能なダイレクト･アクセスまたはシーケンシャル･コマンドに対して検出され

た最大レコード･バッファ長と更新コマンドを表します。 
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AFPLOOK の潜在的な最適化可能なものに対するサマリ 

このセクションのレポートは、全ファイルに対してサンプルした全コマンドをサマリし、それらを全

コマンドの合計に対する割合で表示します。無視されたコマンドも、同様にレポートされます。 

最大最適化数は、潜在的に最適化可能なものを余分にカウントしています。シーケンシャル･コマンド、

ダイレクト･コマンド、および RCの合計は、サンプルした全コマンドの合計に対する割合で表示され、

それらの合計はサンプルしたファイル･コマンドの合計に対する割合として表示されます。  

これらの数字は、Fastpath に対する潜在的な最適化の可能性を示しています。実際の最適化は、各カ

スタマ固有のさまざまなファクタに依存します。サンプルの解釈にサポートが必要な場合は、ソフト

ウエア･エー･ジーまでご連絡ください。 

 

AFPLOOK サンプル･コマンド 

このセクションのレポートに示される数字は、以下のことを表しています。 

� カスタマにより処理されるコマンドのタイプを示します。 

� 前のセクションで得た数字をシステム全体の数字として扱います。 

拒否されたコマンドは、ユーザ、CID および超過したファイルによりカテゴリ分けされます。その合

計の割合が高い場合は、他のレポートされた数字の正確な状況の評価が得られない場合があります。 

拒否されたコマンドは、次のカテゴリに分割されます。  

カテゴリ 説明 

Bad commands 予期せぬ Adabasレスポンス･コード 

Non–file commands ファイルに属することができないコマンド 

例：OP、CL、ET、C1、REおよびファイル･コマンド HI、 LF、RI。 

Non–file RCs RC の全コマンドと AFPLOOK により格納されなかった CID に対する任意の

RC 

Excluded file commands L4、L5、L6、S4、S5 

Update commands A1、A4、E1、E4、N1 

Already prefetched プリ･フェッチまたはマルチ･フェッチが既に定義されたシーケンシャル最適

化に対して制限できる任意のコマンド 

 



付録１ AFPLOOK ユーティリティ 

付録 1 -6 

AFPLOOK サンプル･パラメータ･レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポートのこのセクションでは、以下のことをします。  

� レポートの生成に使用される重要なパラメータの表示 

� 必要なパラメータの指示の提供  

 

 
 
 
 
      
–––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––– 
                  PARAMETERS USED 
                  MAX. FILES:    64  FILES NEEDED:     5 
                  ..MAX. DE:     32  OVERFLOWS:        0 
                  MAX. USERS:   100  HIGH USERS:      15 
                  ..MAX.CID:     10  HIGH CIDS:        4 
                  * REUSED USER AREA OCCURENCES:       0 
                  MAX.RECORDS: NO LIMIT 
      
––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––           
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